
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「大たい変へん！　大たい変へん！　テレビ！　テレビ！」




　母はは親おやの声こえが書しょ斎さいの前まえを通つう過かして、リビングに小こ走ばしりで向むかっていった。

「お母かあさん、どうしたの!?」

　勇ゆう気きは書しょ斎さいを出でるとリビングに向むかった。




　カチッ！




　勇ゆう気きがリビングに入はいるのと同どう時じくらいに母はは親おやがテレビのスイッチを入いれた。

「帰かえる途と中ちゅうでスマホを見みたら、大だいニュースがネットで騒さわがれてたのよ」

　アナウンサーが「今いま、入はいってきたニュースです」と断ことわっている。

「海かい外がいのいくつかの有ゆう力りょくメディアの報ほう道どうによりますと、海かい底てい火か山ざんの噴ふん火かによって、大たい西せい洋ように大たい陸りくの一いち部ぶが浮ふ上じょうしたということです」

　そのアナウンスに続つづいて、ヘリコプターから撮とられたであろう映えい像ぞうが映うつし出だされた。

　そこには様さま々ざまな遺い跡せきがあった。

　その中なかでも目めを引ひくものがある。

　石いしを積つみ上あげて造つくったピラミッド状じょうの建けん築ちく物ぶつだ。

　だが、エジプトにあるピラミッドとは形かたちがまったく違ちがっていた。

　中ちゅう央おうに大おおきな階かい段だんがあり、頂ちょう上じょうに神しん殿でんのようなものがある。

「これって!!」

　勇ゆう気きは思おもわず声こえをあげた。

「なに？　どうしたの？」

「あ、ううん、なんでもない……」

　口くちをつぐんだ勇ゆう気きだが、内ない心しんはドキドキしていた。

（これって、『鵺ぬえ』を倒たおした後あとに見みた夢ゆめの場ば所しょ……。キユウがいたあの場ば所しょとそっくりだ！）

　そう思おもったら、不ふ安あんと混こん乱らんの暗くら闇やみに細ほそい光ひかりが射さした気きがした。

　なぜなら、今いままで自じ分ぶんの見みた夢ゆめは現げん実じつになってきたからだ。

　だから──、

「きっとキユウもここにいる！」

　思おもわず声こえを出だした。

「え？　勇ゆう気き、何なに言いってるの？」

　隣となりにいる母はは親おやがきょとんと見みる。

「あ、え？　何なんでもないよ」

　そう言いいつつ、勇ゆう気きはあわてて書しょ斎さいに向むかった。

　母はは親おやはそんな息子むすこが気きになったが、テレビに映うつし出だされている光こう景けいはあまりに信しんじられない。

　再ふたたび画が面めんに見み入いった。




　勇ゆう気きは父ちち親おやの書しょ斎さいに飛とび込こんでいった。

「プーカ！　プーカ！　キユウが戻もどってきたんだ。キユウがいれば百ひゃく人にん力りきだよ。きっと羽心うららも助たすけられる」

　勇ゆう気きは弾はずむ声こえで今いま思おもった事ことを説せつ明めいしながら、太たい陽ようと月つきのグローブを手てにはめた。

　そして、月つきのグローブをはめた左ひだり手てを壁かべにかざした。

　しかし、何なにも起おきない。

（月つきのグローブが作つくり出だすトンネルは『時ときのトンネル』なんだ……）

　勇ゆう気きは頭あたまを抱かかえてその場ばにしゃがみ込こんだ。

「そうだ。僕ぼくはなんてバカなんだ……」

　そうつぶやいて肩かたを落おとす。


[image: ]






（電でん車しゃや飛ひ行こう機きに乗のるみたいに、同おなじ時じ代だいの場ば所しょを移い動どうするだけなんてできないんだ）




　そんなことも知しらずに勇ゆう気きはトンネルを使つかってきた。

　邪じゃ鬼きが作つくり出だす×バツ印じるし状じょうのヒビが出しゅつ現げんすれば、その場ば所しょには行いける。

　でも、ただ海うみに出しゅつ現げんした神しん殿でんに行いきたいと思おもっても不ふ可か能のうだ。

　勇ゆう気きは力ちからなく立たち上あがると、小ちいさなベッドに寝ねるプーカを見みた。

　妖よう精せいの超ちょう自し然ぜんパワーを奪うばわれたプーカは熟じゅく睡すいしている。

　その寝ね顔がおを見みて、勇ゆう気きはエジソン研けん究きゅう所じょで起おきたことを思おもい返かえす。

　見み捨すて里り市しを救すくうために発はつ明めい王おうエジソンのもとに跳とんだ勇ゆう気きと羽心うららとプーカだったが、そこに、邪じゃ鬼きがいたのだ。

　邪じゃ鬼きはエジソンに取とり入いっていて『霊れい界かい交こう流りゅう機き』を開かい発はつさせていたが、それを完かん成せいさせるには、妖よう精せいの超ちょう自し然ぜんパワーが必ひつ要ようだった。

　邪じゃ鬼きの罠わなにはまった勇ゆう気きと羽心うららは身み動うごきが取とれなくなり、プーカは『霊れい界かい交こう流りゅう機き』のためにパワーを吸すい出だされてしまう。

　命いのちを落おとしそうになったプーカを、勇ゆう気きが間かん一いっ髪ぱつで助たすけたが、邪じゃ鬼きはなぜか羽心うららを連つれてどこかに逃にげてしまった。

　その直ちょく後ご、『霊れい界かい交こう流りゅう機き』が故こ障しょうして、羽心うららを助たすけに行いくことも出で来きなくなった。

（羽心うららはどこに連つれて行いかれたんだ……？）

　しかも──、

　邪じゃ鬼きは「どうしてもこの子こが必ひつ要ようなんでね」と言いっていた。




（なぜ羽心うららが必ひつ要ようなんだ……？）




　悩なやむ勇ゆう気きは、目めの前まえの小ちいさなベッドに眠ねむる妖よう精せいの王おう子じを見みる。

　プーカは「羽心うららチャンがグローブを着つけているなら、見みつけられるサ」と言いってくれた。




（本ほん当とうに見みつけられるんだろうか？）




　不ふ安あんと謎なぞで混こん乱らんするばかりだったが、勇ゆう気きには何なにも出で来きなかった。
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　翌よく朝あさ。

「おはよう。勇ゆう気きくん、大だい丈じょう夫ぶ？　顔かお色いろが良よくないよ」

　学がっ校こうの教きょう室しつに入はいってきた勇ゆう気きを見みたクラスメイトの桐きり谷たに花か恋れんが、心しん配ぱいそうに話はなしかけてきた。

「あ、うん。昨日きのう、あまり眠ねむれなかったんだ」

「ああ、そうだよね。海うみの真まん中なかにあんな大たい陸りくがいきなり出しゅつ現げんしたんだものね。ビックリして、うちも家か族ぞく全ぜん員いんで夜よ中なかまでテレビやインターネットを見みてたもの」

「うん、そうそう。僕ぼくもビックリしちゃって」

　そう答こたえた勇ゆう気きは教きょう室しつを見み回まわした。

　クラスメイトの皆みんなも、やはり海うみに出しゅつ現げんした大たい陸りくの話わ題だいでもちきりだった。

　だが、勇ゆう気きは、教きょう室しつの真まん中なか辺あたりの誰だれも座すわっていない席せきに近ちかづいた。

　そこが羽心うららの席せきだからだ。

　しばらくしたら授じゅ業ぎょうが始はじまる。

　でも、目めの前まえの羽心うららの席せきは空くう席せきのままだ。

　そして、担たん任にんの原はら末すえ兼かね太た先せん生せいが不ふ安あんげな表ひょう情じょうで教きょう室しつに入はいって来きて、きっとこう言いうだろう。

「白しら鳥とり羽心うららさんが行方ゆくえ不ふ明めいになったらしい」

　クラスメイト達たちは「え？」と驚おどろいてざわつくに違ちがいない。

　その時とき、勇ゆう気きも一いっ緒しょに驚おどろくべきなのか？

　それよりも本ほん当とうのことを説せつ明めいするべきなのか？

（でも、本ほん当とうのことを説せつ明めいしても誰だれも信しんじないよな）

　羽心うららの席せきを見みつめながら、そんな事ことを考かんがえた。

　と、その目めの前まえに、クラスメイトの志し水みず拓たく馬まがやって来きた。

「おはよう」

　と、拓たく馬まは羽心うららの席せきにあっさりと座すわった。

「え!?　拓たく馬まくん、何なんでそこに座すわるんだよ！」

　羽心うららを心しん配ぱいする勇ゆう気きは、ついきつい口く調ちょうになった。

「は？　何なんでってなんだよ！　ここは僕ぼくの席せきじゃないか！」

　普ふ段だんは優やさしい拓たく馬まがムッとして言いい返かえしてきた。

「何なに言いってんだよ！　ここは羽心うららの席せきじゃないか！」

「うらら？　誰だれだそれ？」

「白しら鳥とり羽心うららだよ！」

「しらとりうらら？　それって誰だれだよ？　おい、勇ゆう気きくん、大だい丈じょう夫ぶか？」

「大だい丈じょう夫ぶかって？　それは僕ぼくが言いいたいよ！　何なに寝ねぼけてるんだよ！」

　つい声こえを荒あららげてしまった勇ゆう気きに、花か恋れんがあわてて近ちかづいた。

「ねえ、勇ゆう気きくん、朝あさから変へんなことで喧けん嘩かしないでよ」

「変へんなことって……。だって、拓たく馬まくんが羽心うららの事ことを知しらないとか言いうから……」

　拓たく馬まを指ゆびさしながら花か恋れんの方ほうに向むく勇ゆう気き。

　花か恋れんが奇き妙みょうな顔かおで勇ゆう気きに疑ぎ問もんをぶつけてきた。




「うららって誰だれ？　そんな人ひと、私わたし、知しらないけど……」




　勇ゆう気きの頭あたまの中なかは真まっ白しろになった。

「花か恋れんちゃんも知しらない……??　そんな??」

　勇ゆう気きはクラスメイト達たちを見み回まわす。

　全ぜん員いんが勇ゆう気きをきょとんと見みつめていた。

　だれも白しら鳥とり羽心うららを知しらない。

　明あきらかにそんな表ひょう情じょうをしている。

　するとチャイムが鳴なって、原はら末すえ先せん生せいが入はいってきた。

「皆みんな、おはよう」

　クラスメイト達たちは席せきに着ついたが、勇ゆう気きは先せん生せいのもとに飛とんでいった。

「先せん生せい！　先せん生せい！　先せん生せいは羽心うららを知しってますよね？　白しら鳥とり羽心うららです」

　原はら末すえ先せん生せいは勇ゆう気きを見みた。

「真しん之の、早はやく席せきに座すわれ。授じゅ業ぎょうが始はじまるぞ」

　しかし、勇ゆう気きは食くい下さがる。

「白しら鳥とり羽心うららを知しってますよね？　このクラスの子こです」

　原はら末すえ先せん生せいは眉み間けんにしわを寄よせる。

「真しん之の、早はやく座すわるんだ。しらとりうらら、なんてこのクラスにはいないぞ」

「えっ!?」

　勇ゆう気きは呆ぼう然ぜんとなった。

　ふらふらと自じ分ぶんの席せきに向むかい、そして力ちからなく座すわった。

（なぜだ？　なぜ、誰だれも羽心うららを知しらないんだ？）

　勇ゆう気きはプーカに話はなしかけてみようと思おもい、胸むねのポケットに触ふれた。

　しかし、ポケットには何なにも入はいっていなかった。

（そうだ。プーカはまだ書しょ斎さいで寝ねてるんだ……）

　勇ゆう気きはぼんやりとしてしまい、その日ひの授じゅ業ぎょうは何なにも頭あたまに入はいらなかった。




　放ほう課か後ご。

　校こう門もんを出でてきた勇ゆう気きは、とぼとぼと家いえに向むかった。

　道みちすがらどうしたらいいか分わからなくなり、泣なき出だしそうになった。

　羽心うららは邪じゃ鬼きに連つれ去さられ、皆みんなは羽心うららの存そん在ざいさえ忘わすれている。

（『不ふ甲斐がいない』って難むずかしい言こと葉ばは、きっとこういう時ときに使つかうんだろうな）

　どうしようもない絶ぜつ望ぼう的てきな状じょう況きょうなのに、自じ分ぶんにはなにもできないので嘆なげくしかない。

（こんなときにキユウがいてくれたら……）

　でも、キユウはいない。

　やがて家いえにたどり着つくと、鍵かぎを開あけ、玄げん関かんに入はいった。

　看かん護ご師しとして働はたらく母はは親おやは、今日きょうは夜よるまで帰かえってこない。

　書しょ斎さいではまだプーカが寝ねているはずだ。

「プーカ、具ぐ合あいはどうだい？」

　本ほん棚だなの本ほんと本ほんの間あいだの目め立だたないところに置おいてあるベッドを覗のぞき込こんだ。

「え？　プーカ？」

　プーカがいなかった。

「プーカ!?　プーカ!?」

　羽心うららだけでなく、プーカまで消きえてしまったのか？

　不ふ安あんがドッと押おし寄よせて、妖よう精せいの王おう子じの名な前まえを呼よぶ声こえが裏うら返がえってしまう。

「勇ゆう気きクン、そんなにあわてるなヨ」

　部へ屋やの隅すみの棚たなから声こえが聞きこえた。

「プーカ！　心しん配ぱいさせるなよ。もう大だい丈じょう夫ぶなの？」

　棚たなの上うえに座すわったプーカはくるみパンを食たべていた。

「お腹なかが減へってキッチンまで行いったら、このパンがあって助たすかったヨ」

　勇ゆう気きは嬉うれしくなってプーカに近ちかづく。

「ああ、元げん気きになったんだね。良よかった！」

「オイラは妖よう精せい族ぞくの王おう子じだゾ。そう簡かん単たんにはへこたれないヨ」

　くるみパンをほおばりながら、プーカはほほ笑えむ。

　不ふ安あんだらけだった勇ゆう気きの心こころは、かなり明あかるくなった。

「あ、そうそウ、海うみに大たい変へんなものが現あらわれたんだネ。テレビで見みたヨ。なんだろうあれハ？」

「プーカにも何なんの大たい陸りくか分わからないの？」

「うン、全ぜん然ぜん。あんな神しん殿でんは初はじめて見みたヨ」

　すると勇ゆう気きは一ひと呼こ吸きゅうおいて尋たずねる。

「ねぇ、プーカ、僕ぼくの質しつ問もんに答こたえて欲ほしいんだ」

「質しつ問もんっテ？」

　プーカはくるみパンをむしゃむしゃ食たべながら聞きき返かえしてくる。

「うん、大だい事じな質しつ問もんだよ。しっかり聞きいて欲ほしいんだ」

「うン？　なんだイ？」

「プーカは、羽心うららを知しってるよね？」
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　くるみパンを食たべていたプーカの動うごきが止とまった。

「え？　何なにそレ？」

「だから、プーカは羽心うららを知しってるよね？」

　プーカはきょとんと勇ゆう気きを見みて答こたえる。

「知しってるに決きまってるだロ」

「ふぅ！」と、勇ゆう気きは安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　そして、そんな質しつ問もんをした理り由ゆうを説せつ明めいした。




「それは、たぶん、邪じゃ鬼きが羽心うららチャンを連つれ去さったからだヨ」

「どういうこと？」

「怪かいを倒たおしたら怪かいの存そん在ざいを忘わすれちゃうだロ？　羽心うららチャンを連つれ戻もどせばきっと皆みんなは羽心うららチャンを思おもい出だすヨ」

「そうか。そうだよね」

　プーカは身体からだの元げん気きを、そして勇ゆう気きは心こころの元げん気きをなくしていた。

　でも、お互たがいかなり元げん気きを取とり戻もどせてきた。




　その夜よる。

　母はは親おやは『カヤの木き・焼やき鳥とり』を買かって帰かえってきた。

　見み捨すて里り市しには樹じゅ齢れい５００年ねんのカヤの木きがある。

　その前まえに店みせを構かまえている焼やき鳥とり屋やなのだ。

　見み捨すて里り市しで一いち番ばんおいしいと評ひょう判ばんの焼やき鳥とりだ。

　勇ゆう気きも大だい好すきだった。

　それをおかずにして母はは親おやは夕ゆう飯はんの用よう意いをする。

　食しょく卓たくを目めの前まえにして、勇ゆう気きは母はは親おやに尋たずねてみた。

「ねぇ？　白しら鳥とり羽心うららって子こを知しってる？」

「え？　さあ、そんな子こは知しらないわ」

「そう。分わかった。ありがとう」

　羽心うららは小ちいさな時ときから勇ゆう気きの家いえに遊あそびに来きて、いつも父ちち親おやの書しょ斎さいで本ほんを読よんでいた。

　そんな羽心うららを母はは親おやはほほ笑えましく眺ながめていた。

　勇ゆう気きは、その母はは親おやの姿すがたを見みるのが好すきだった。

　小ちいさな時ときに父ちち親おやを亡なくした寂さびしさを、羽心うららが埋うめてくれていたのだ。

　勇ゆう気きにとって羽心うららは家か族ぞくのひとりだった。

（なんとしてでも羽心うららを見みつけ出だして、連つれ戻もどさないと！）

　勇ゆう気きはそう誓ちかうと、焼やき鳥とりの串くしを口くちにほおばった。

（うん？　これ、苦にがい？）

　色いろ々いろなことがあったせいで味み覚かくがおかしくなっているのだろう。

　なにしろ『カヤの木き・焼やき鳥とり』は、大だいベテランの店てん主しゅが焼やいているのだ。

　こんなに苦にがいはずがなかった。

　ところが、

「なんか苦にがいね」

　母はは親おやもひと串くし食たべてそう言いった。

「お母かあさんもそう思おもうの？」

「うん、そりゃ、そうよ。なんかちょっと焦こげてるっぽいよね」

　勇ゆう気きが焼やき鳥とりをじっと見みると、肉にくの一いち部ぶが少すこし黒くろくなっている。

「あ、焦こげてる」

　母はは親おやも肉にくをじっと観かん察さつした。

「本ほん当とうね。焦こげてる。あのお店みせでこんな事ことは初はじめて。取とり替かえてもらおうかしら？」

「いいじゃん。食たべられないほど焦こげてるわけじゃないし」

「勇ゆう気きがそれで良いいならお母かあさんも食たべちゃうけど……」

　母はは親おやは納なっ得とくが行いかない表ひょう情じょうだったが、勇ゆう気きたちは食しょく事じを済すませた。




　ウ～、ウ～、ウ～、カンカンカン




　消しょう防ぼう車しゃのサイレンの音おとが響ひびいてきたのは、勇ゆう気きが２階かいの自じ分ぶんの部へ屋やに入はいった時ときだった。

　火か事じが起おきた時ときは『ウ～、ウ～、ウ～、カンカンカン』、火か事じが収おさまった時ときは『カ～ン、カ～ン』と間ま延のびした鐘かねの音おとが２回かい鳴ならされると学がっ校こうで教おそわった。

　どこかで火か事じが起おきたのだろう。

　勇ゆう気きは不ふ安あんになって窓まどを開あけ、夜よるの町まちを見み回まわした。

　だが、赤あかく染そまる所ところは見みつけられない。

（きっと大おおきな火か事じじゃないんだよね）

　勇ゆう気きが窓まどを閉しめようとすると、隣となりの家いえの浴よく室しつの小こ窓まどから小ちいさな悲ひ鳴めいが聞きこえてきた。

「あちちちちっ！」

　隣となりの家いえのおじさんの声こえだ。

　その声こえはおばさんに文もん句くを言いい始はじめる。

「おい！　風ふ呂ろが熱あつすぎるぞ！　これじゃ火傷やけどするぞ！」

「え？　いつもの温おん度ど設せっ定ていよ。そんなに熱あつくなるなんて、おかしいわね」

　返へん答とうするおばさんの声こえが聞きこえた。

　きっと給きゅう湯とう器きが故こ障しょうでもしたのだろう。

「わぁ！　おい、ヤモリがいるぞ！」

「え？　ヤモリなら家いえを守まもってくれるんだからいいじゃない！」

「いや、違ちがうな。トカゲだな。とにかく、風ふ呂ろの外そとに出だしてやろう。わぁ！　あちちちちっ！」

「今こん度どはどうしたの？」

「トカゲの体からだがえらく熱あつかったんだ」

　熱あつい風ふ呂ろ場ばにいたのでトカゲの体からだも熱あつくなったのだろう。

　勇ゆう気きはそう考かんがえて窓まどを閉しめてベッドに入はいった。




　ベッドの上うえでハッと目め覚ざめる勇ゆう気き。

　胸むな騒さわぎを覚おぼえて、明あかるくなり始はじめた窓まどの外そとを見みた。

　早そう朝ちょうの空そらに×バツ印じるし状じょうのヒビが浮ういていた。

　その×バツ印じるしがオレンジ色いろに輝かがやきメラメラとしている。

　弱よわ火びにしたガスコンロから、ちょろちょろと火ひが出でているような感かんじだ。

「大たい変へんだ！」

　何なにが起おきているのかを確たしかめるために、勇ゆう気きは寝ね間ま着きのままで外そとに飛とび出だした。

　そして、×バツ印じるしを目め指ざして走はしった。

　そこは樹じゅ齢れい５００年ねんのカヤの木きの上うえだった。

（あれ？　焦こげ臭くさい！）

　木きが燃もえる臭においがした。

　勇ゆう気きがカヤの木きの根ね元もとを見みると、小ちいさな炎ほのおがオレンジ色いろに揺ゆらめいていた。

「大たい変へんだ！」

　あわてて炎ほのおに近ちかづいて足あしで踏ふんで消けそうとした。

　だが、その小ちいさな炎ほのおには４本ほんの足あしと尻しっ尾ぽが生はえていた。

「なんだ、これ!?　わぁ！　あちぃ！」

　自じ分ぶんの足あしを炎ほのおから避よけた勇ゆう気きは、気きづいた。

「これ、トカゲだ！　体からだが燃もえてる！」

　しかも──、




　ボォ！




　口くちから小ちいさな火ひを噴ふいて、カヤの木きを燃もやそうとしているのだ。

　トカゲを捕つかまえようとしたら火傷やけどしてしまう。

（どうしよう？）

　困こまった勇ゆう気きの鼻はなに、今こん度どは焼やき鳥とりの臭においが漂ただよってきた。

　勇ゆう気きは見み回まわす。

『カヤの木き・焼やき鳥とり』が、こんな早そう朝ちょうなのに開あいている。

　小ちいさな店みせなので開あけ放はなたれた戸との中なかが丸まる見みえだ。

　店てん主しゅが一いっ生しょう懸けん命めいに串くしに刺さされた鶏とり肉にくを焼やいていた。

「てやんでぇ！　なんで焦こげるんだ！　俺おれの腕うでがなまったなんて言いわせないぜ！　練れん習しゅうあるのみだ！」

『カヤの木き・焼やき鳥とり』に「焦こげてるぞ」とクレームがいっぱい入はいったのだろう。

　焼やき鳥とりを上手うまく焼やき上あげるために、店てん主しゅは徹てつ夜やして練れん習しゅうしていたのだ。

　でも、それは上じょう空くうのヒビから来きたであろう火ひを噴ふくトカゲのせいに違ちがいない。

　店てん主しゅは練れん習しゅうに夢む中ちゅうになっていて、トカゲに気きづいていない。

「違ちがう！　腕うでがなまったんじゃないよ！」

　勇ゆう気きは店みせに飛とび込こむと叫さけんだ。

「お客きゃくさん、まだ開かい店てん前まえだ。後あとで来きてくれ」

「違ちがうんだ！　火ひを噴ふくトカゲのせいなんだよ！」

　勇ゆう気きは店てん主しゅを店みせから連つれ出だして、トカゲを見みせようとした。

　しかし、店てん主しゅは「何なにするんだ！」と動うごかない。




　ボッッ！




　その瞬しゅん間かん、焼やき鳥とりを焼やく炎ほのおが勢いきおいを増ました。

「わぁ！　また焦こげちまった！　なんでだ!?」

　店てん主しゅは嘆なげくばかりで、焼やき器きの脇わきに原げん因いんがいることに気きづかなかった。

　あの体からだ全ぜん体たいが燃もえるトカゲが、いつの間まにか店みせに入はいっていたのだ。

「オジさん、こいつのせいなんだよ！」

　店てん主しゅは勇ゆう気きが指ゆびさした先さきのトカゲを見みた。

　その瞬しゅん間かん、トカゲが火ひを噴ふいた。




「わぁぁ！」




　ビックリして外そとに飛とび出だした店てん主しゅは、空そらに浮うかぶヒビに気きづいた。

「ええ！　あれはなんだ？」

「あそこから火ひを噴ふくトカゲが出でてきたんだよ！」

　勇ゆう気きがそう言いった直ちょく後ご──、




　ボォォオオオ！




　強きょう烈れつな炎ほのおの音おとが背はい後ごから響ひびいた。

　２人ふたりが振ふり向むくと、幾いくつもの小ちいさな炎ほのおが店みせを焦こがしている。

「え!?　１匹ぴきじゃないの!?」

　十じゅう数すう匹ひきのトカゲが火ひを噴ふいていた。




　ボッボゥッ！　メラメラメラ！　メラメラメラ！




『カヤの木き・焼やき鳥とり』が燃もえてしまった。
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「ぬわああぁぁ！　俺おれの店みせがぁ！」

　店てん主しゅは滝たきのような涙なみだを流ながしながら地じ面めんに崩くずれた。

「オジさん、しっかりして！　ここは危あぶない！　逃にげるんだよ！」

　勇ゆう気きは泣なき叫さけぶ店てん主しゅに肩かたを貸かして走はしった。




　店てん主しゅを安あん全ぜんな場ば所しょまで連つれて行いった勇ゆう気きは、決けつ意いを固かためた。




「急いそいであの怪かいを倒たおさないと！」




　そして、自じ宅たくへ向むかって走はしった。







[image: ３　炎の正体は？]




　バンッ！




　いつもの服ふくに着き替がえた勇ゆう気きが、書しょ斎さいのドアを勢いきおいよく開あけた。

　まだ寝ねていたプーカがビックリして飛とび起おきる。

「勇ゆう気きクン、こんな朝あさ早はやくからどうしたんだイ？」

「×バツ印じるし状じょうのヒビから出でてきた怪かいのせいで、焼やき鳥とり屋やが燃もえちゃったんだ」

「え？　いつもの勇ゆう気きクンの夢ゆめなんじゃないノ？」

「夢ゆめなんかじゃないよ！」

　勇ゆう気きはプーカに窓まどの外そとを見みるように指ゆびさした。

　プーカは羽はねを羽はばたかせて窓まどまで来くる。

　空そらにちょろちょろとした炎ほのおが漏もれ出だすヒビが浮うかんでいた。

「あ！　本ほん当とうダ！」

「トカゲが火ひを噴ふいたんだ。それに全ぜん身しんも燃もえているようなんだ。なんの怪かいなの？」

　プーカは空くう中ちゅうで腕うで組ぐみをして考かんがえてから答こたえる。




「それはきっと『サラマンダー』だヨ」




「え？　それって、『ドラゴン』みたいなトカゲのこと？」

「トカゲではなくて、火ひをまとった精せい霊れいだネ。とにかく、×バツ印じるしを作つくったのは邪じゃ鬼きだから、サラマンダーのもとに行いけば羽心うららチャンがいると思おもうゾ」

「そうだっ！　羽心うらら！」

　サラマンダーにすっかり気きを取とられて、大だい事じな羽心うららのことを忘わすれていた自じ分ぶんに腹はらが立たった。

「よし！　プーカ、行いこう！」

　勇ゆう気きは月つきのグローブをはめた左ひだり手てを構かまえた。

　それを見みたプーカが左ひだり手ての前まえに飛とんできた。

「勇ゆう気きクン、あわてるなヨ！　サラマンダーを倒たおす道どう具ぐを持もっていかないト」

「あ、そうか。何なにを持もっていけば良いいんだ？」

「相あい手ては火ひだからネ」

「水みずかい？」

「いや、それは行いった先さきにあると思おもうヨ」

「じゃ、あれだね！」




　勇ゆう気きは自じ分ぶんの部へ屋やから、以い前ぜん、買かってもらった大おおきな玩具おもちゃを持もってきた。

「それは水みず鉄でっ砲ぽうかイ？」

「そうだよ。大おお型がたタンクが付ついていて、連れん射しゃできて、遠とおくまで水みずが飛とぶんだ」

　勇ゆう気きはアクション映えい画がの主しゅ人じん公こうのように大おお型がた水みず鉄でっ砲ぽうを構かまえてみせた。

「へぇ、すごいネ」

「これがあれば、あんな小ちいさなサラマンダーなんてすぐに倒たおせるよ」

「よし、行いこウ！」

　うなずいたプーカが勇ゆう気きの胸むねポケットに入はいって身み構がまえる。

　勇ゆう気きは、壁かべに近ちかづくと、左ひだり手てをかざして呪じゅ文もんを唱となえた。
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[image: ４　青年タケルと少女ミヤズ]




　ゴォォォー!!
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　どこかの草そう原げんに光ひかりの渦うずができた。

　そこから勇ゆう気きがスッと出でてきて、ピタリと着ちゃく地ちした。

　平へい坦たんな場ば所しょにおりたが、そこは山やまの中ちゅう腹ふくだった。

「プーカ、ここは、どこ？」

「オイラにも分わからないヨ」

　勇ゆう気きは周しゅう囲いを見み回まわした。

　森もりに囲かこまれ、目めの前まえには小お川がわが流ながれている。

「とにかく、水みず鉄でっ砲ぽうの水みずには困こまらないね」

　勇ゆう気きは早さっ速そく、大おお型がた水みず鉄でっ砲ぽうに水みずを吸すわせた。

　冷つめたい水みずが気き持もちいい。

　もし家か族ぞく旅りょ行こうなどで来きたら、楽たのしい登と山ざんコースになりそうだった。

　ところが──、




「う、うう、う～～」




　不ぶ気き味みな声こえが近ちかくから聞きこえた。

　大おお型がた水みず鉄でっ砲ぽうを手てにした勇ゆう気きは、あわてて物もの陰かげに隠かくれた。

　小こ声ごえでポケットの妖よう精せいに尋たずねる。

「プーカ、これはサラマンダーの声こえかい？」

「そんなの分わからないヨ。本ほん物もののサラマンダーには会あったことがないんだかラ」

　勇ゆう気きは大おお型がた水みず鉄でっ砲ぽうを構かまえて様よう子すを見みた。

　すると、

「誰だれか～、助たすけてくれ～！」

　男おとこの弱よわり果はてた声こえが響ひびいてきた。

「え？　人にん間げん？」

　勇ゆう気きは物もの陰かげから出でて、その声こえのもとを捜さがした。

「助たすけてくれ～！　溝みぞに落おちて出でられなくなったんだ！　誰だれか助たすけてくれ！」

　草そう原げんから森もりに入はいってすぐの溝みぞに、声こえの主ぬしはいた。

　泥どろまみれになった男おとこが横よこたわっている。

　20代だい前ぜん半はんくらいの青せい年ねんだ。


[image: ]



「お兄にいさん！　どうしたんですか!?」

　勇ゆう気きが声こえを掛かけると、「良よかった！」と青せい年ねんは声こえを上あげる。

「ここの溝みぞに気きづかず足あしを滑すべらして落おちたんだよ。でも、泥どろでぬかるんでるから上うえに上あがれなくなったんだ」

　それを聞きいた勇ゆう気きは、ロープになるようなものはないかと見み回まわした。

　すぐ近ちかくの大たい木ぼくに、しっかりとしたツタが巻まき付ついていた。

　勇ゆう気きはそれを大たい木ぼくから剝はがして束たばねた。

　ツタや草くさからロープを作つくる方ほう法ほうは、父ちち親おやの書しょ斎さいにあった本ほんで読よんだことがあった。

　それが役やくに立たった。

　やがて、青せい年ねんが勇ゆう気きの手て製せいロープをたよりに溝みぞから這はい上あがってきた。

「ありがとう」

　青せい年ねんは礼れいを言いうと、疲つかれ切きった様よう子すで座すわり込こんだ。

「あの、なんでこんな所ところにひとりでいたんですか？」

　そう勇ゆう気きに尋たずねられた青せい年ねんは、厳きびしい目めつきで顔かおを上あげた。

「そうだ。こんな所ところで休やすんでちゃダメなんだ」

　勇ゆう気きの質しつ問もんには答こたえずに、青せい年ねんは辛つらそうにしながらも立たち上あがった。

「あの、何なにがあったのか教おしえてくれませんか？」

「君きみに説せつ明めいしている暇ひまなんてないんだ。僕ぼくの大たい切せつな妹いもうとの命いのちが危あぶないんだからな」

「妹いもうとの命いのちが危あぶないってどういうことですか？　実じつは、僕ぼくも大たい切せつな友とも達だちを捜さがしてるんです」

　それを聞きいた青せい年ねんは立たち止どまった。

「大たい切せつな友とも達だち？」

「はい、邪じゃ鬼きという怖おそろしい少しょう年ねんに誘ゆう拐かいされたんです」

「少しょう年ねんに誘ゆう拐かいされた？　じゃ、僕ぼくの妹いもうととは関かん係けいない。妹いもうとは『火か龍りゅう』にさらわれたんだ」

「火か龍りゅう？　もしかしてサラマンダーですか？」

「さ、さ、皿さら回まわし？　失しつ礼れいだぞ？　お前まえのくだらない話はなしに付つき合あう余よ裕ゆうは無ない。一いっ刻こくも早はやくミヤズを助たすけないと！」

　青せい年ねんは、機き嫌げんが悪わるくなって足あし早ばやに歩あるき出だした。

「あ、あ、あの、違ちがいます！　皿さら回まわしじゃないです」

「うるさい！　子こ供どもは足あし手でまといだ！　付ついてくるな！」

　いきなり高こう圧あつ的てきな態たい度どで勇ゆう気きを振ふり払はらった。

「ちょっと、待まつんダ！」

　勇ゆう気きのポケットから声こえが響ひびいた。

「妹いもうとさんを助たすけるのに、オイラは役やくに立たつと思おもうゾ」

「なんだって？」

　青せい年ねんが勇ゆう気きに向むき直なおった途と端たんに、プーカがポケットから飛とび出だした。

「わぁ！　なんだお前まえ!?」

「オイラは妖よう精せい族ぞくの王おう子じだヨ。こうやって空くう中ちゅうを自じ由ゆう自じ在ざいに飛とべるんダ」

　プーカは青せい年ねんの周まわりをぐるぐると回まわって見みせた。

「あわわわわ！」

「あんたが行いけない場ば所しょにオイラは自じ由ゆうに行いけるんダ。便べん利りな存そん在ざいだゾ」

「わぁぁぁ！」

　青せい年ねんは怯おびえだして、身みを縮ちぢめるようにしゃがみ込こんだ。

「偵てい察さつも出で来きるし、本ほん当とうに便べん利りなんですよ、プーカは」

　勇ゆう気きは青せい年ねんに歩あゆみ寄よった。

　しゃがみ込こんだ青せい年ねんは、ひょうたん形がたの水すい筒とうの中なか身みをごくごく飲のんでいた。

　でも、それは水みずではなさそうだ。

「……お酒さけ？」

「うるさい！」

　青せい年ねんは勇ゆう気きを険けわしい表ひょう情じょうでにらみつけた。

「あ、ごめんなさい！　失しつ礼れいなことを尋たずねてしまったようで……」

　勇ゆう気きがあわてて謝あやまると、青せい年ねんはやがて気きの抜ぬけたような表ひょう情じょうになった。

「いや、僕ぼくの方ほうこそごめん。妹いもうとを助たすけると言いって村むらを出でたけど、正しょう直じきに言いうと、僕ぼくは昔むかしから気きが小ちいさくてね。それで、つい威い張ばったふりをしてしまうし、水すい筒とうにも酒さけを入いれてきたんだ」

　正しょう直じきに話はなしをする青せい年ねんに、勇ゆう気きは好こう感かんを持もった。

　青せい年ねんは自じ分ぶんの頭あたまの上うえを飛とぶ妖よう精せいを見みる。

「プーカ？」

「オイラの名な前まえダ。そして、オイラと一いっ緒しょにいるのハ……」

「僕ぼくの名な前まえは真しん之の勇ゆう気きです。妹いもうとさんを一いっ緒しょに助たすけに行いきましょう」

「勇ゆう気きくんか。でも、僕ぼくの妹いもうとをさらったのは火か龍りゅうで、君きみの友とも達だちをさらったのは邪じゃ鬼きという少しょう年ねんだろ。相あい手てが違ちがうぞ」

「違ちがいますけど、関かん係けいはあるんです。とにかく、妹いもうとさんのいる場ば所しょに向むかう間あいだに説せつ明めいしますよ」

　青せい年ねんは勇ゆう気きとプーカを改あらためて見みてからうなずいた。

「僕ぼくの名な前まえはタケルだ」

　その名な前まえを聞きいた勇ゆう気きは、しっかり青せい年ねんの姿すがたを見みた。

　ゆったりとした白しろいズボンとシャツを着きて、頭あたまの両りょう側がわに長ながい髪かみを束たばねていた。

（この衣い装しょうとこのヘアスタイルは大おお昔むかしの日に本ほんの偉えらい人ひとだ。そんな人ひとを僕ぼくは助たすけたんだ……）

　勇ゆう気きはつい見み入いってしまう。

「どうした？」

　タケルの問といに勇ゆう気きはニコリとして答こたえる。

「じゃあ、これからはタケル兄にいさんと呼よびますね」

「まあ、いいだろう。君きみは命いのちの恩おん人じんだからな」

　タケルはニコリとうなずいた。
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　タケルに先せん導どうされて歩あるく勇ゆう気きとプーカは、山やまの麓ふもとにあるタケルの村むらの話はなしを教おしえてもらった。

　さらわれたタケルの妹いもうとはミヤズという名な前まえで、10歳さい以い上じょうも年とし下したの妹いもうとだという。

「タケル兄にいさんの村むらでは時とき々どき、サラマンダーに襲おそわれて誰だれかがさらわれてるんですね」

「そうなんだ。でも、村むら人びとは抵てい抗こうしない」

「なぜですか？」

「皆みんなは神かみ隠かくしだと思おもってて、あきらめてる」

「あきらめてる？」

「神かみには逆さからえないからね。でも、神かみ様さまがこんなことをするはずがない。ミヤズを誘ゆう拐かいするなんて……」

　タケルは言こと葉ばを詰つまらせた。

　勇ゆう気きは何なにも言いえなくなった。

「ひどい話はなしだナ」

　勇ゆう気きのポケットの中なかのプーカも、タケルがかわいそうで、そう呟つぶやくのが精せい一いっ杯ぱいだった。




　やがて２人ふたりの人にん間げんと妖よう精せいのチームは、森もりを抜ぬけて岩いわ肌はだが剝むき出だしになった険けわしい斜しゃ面めんを登のぼり始はじめた。

「この斜しゃ面めんを登のぼり切きった所ところに火か龍りゅうの巣すがあるはずなんだ」

　歩あるいて登のぼれる斜しゃ面めんではあるが、そのこう配ばいはかなり急きゅうなのでジグザグに歩あるくしかなかった。

「ぜぇ、ぜぇ」と荒あらい息いきをつき始はじめる勇ゆう気き。

「頑がん張ばレ、頑がん張ばレ、勇ゆう気きクン！」

　ポケットから顔かおを出だしたプーカが応おう援えんをしてくれる。

　しかし、勇ゆう気きは馬ば鹿かにされているようでムッとした。

「こら、うるさいよ。プーカは、ポケットに入はいってるだけじゃないか」

「オイラはこれから、きっといっぱい飛とぶことになるんダ。今いまは休やすんでおかないとネ」

　勇ゆう気きは「ちぇ！」と舌した打うちをした。

「おい、着ついたぞ」

　先せん頭とうを歩あるいていたタケルが振ふり向むいて小こ声ごえで伝つたえてきた。

　立たち止どまったタケルの前ぜん方ぽうに、洞どう窟くつの入いり口ぐちらしきものがある。

　中なかは暗くらくて見みえない。

「ここが、火か龍りゅう、君きみ達たちの言いうサラマンダーの巣すだ」

　すると、突とつ然ぜん、洞どう窟くつの入いり口ぐちがオレンジ色いろに光ひかった。




　ボォォオオオ！




　巨きょ大だいな炎ほのおが洞どう窟くつから吹ふき出でてきた！

「わぁ！」

　勇ゆう気き達たちは身みを伏ふせる。

「僕ぼくが見みたサラマンダーは、小ちいさなトカゲだったんだよ。それなのに、なんでこんなに大おおきな炎ほのおを吐はくんだよ？」

　勇ゆう気きはプーカを責せめるように小こ声ごえで質しつ問もんした。

　タケルに聞きこえて欲ほしくなかったからだ。

「そんなの、オイラだって知しらないヨ。本ほん物もののサラマンダーを見みるのは初はじめてなんだかラ」

「プーカ、でも、これはヤバいよ」

「勇ゆう気きクン、オイラもそう思おもうヨ」

　サラマンダーは勇ゆう気き達たちに気きづいたのだろうか？

　いずれにしても、洞どう窟くつの中なかに入はいったら間ま違ちがいなく焼やけ焦こげてしまう。

「くそっ！　これじゃ、ミヤズを助たすけるなんて無む理りだ。いや、もしかしたら既すでにミヤズは……」

　タケルは歯はぎしりをし、やがて大おお粒つぶの涙なみだを流ながしはじめた。

「ミヤズ……！　ミヤズ……！」

　洞どう窟くつの中なかに聞きこえないように、タケルは声こえを押おし殺ころして泣ないた。

　そのタケルの姿すがたが、とても切せつない。

　プーカは、自じ分ぶんが役やくに立たつとタケルに自じ信しん満まん々まんで言いったことを思おもい出だした。

　目めの前まえで泣なく青せい年ねんをじっと見みつめる。

「オイラが見みてきてやるヨ」

　プーカはタケルがかわいそうでならなかったのだ。

　すかさず勇ゆう気きのポケットから飛とび出だした。

「おい！　プーカ、危き険けんだぞ」

　勇ゆう気きが小こ声ごえで引ひき留とめるが、プーカは無む視しして洞どう窟くつに向むかった。




　ブ～～ン、パタ、パタ、パタ




　プーカは洞どう窟くつの入いり口ぐちまで飛とんで行いって、一いっ旦たん縁ふちに身みを隠かくして中なかを覗のぞき込こんだ。

　しかし、中なかは暗くらくてよく見みえなかった。

「仕し方かたなイ。静しずかに入はいるゾ」

　プーカはなるべく音おとを立たてないように、羽はねをゆっくりと羽はばたかせて中なかに進すすんだ。

　今いま、炎ほのおが吐はかれたので、洞どう窟くつの中なかは暑あつかった。

　もしここでまた炎ほのおを吐はかれたら、プーカは一いっ瞬しゅんで焼やけ焦こげてしまうだろう。




　　　　×　×　×




　洞どう窟くつに入はいっていくプーカを見み届とどけたタケルは、腰こしに下さげていた水すい筒とうを手てに取とった。

　蓋ふたを開あけると、ひとくちグイと飲のむ。

「タケル兄にいさん、飲のみ過すぎたら肝かん心じんな時ときに妹いもうとさんを助たすけられないよ」

「ああ、そうだな」

　タケルはもうひとくち飲のもうとした水すい筒とうの蓋ふたを閉しめた。

　勇ゆう気きは今いままで大人おとなが酒さけを飲のむ理り由ゆうが分わからなかった。

　でも、今いまのタケルの気き持もちは分わかるような気きがした。




　　　　×　×　×




　一いっ方ぽう、洞どう窟くつの中なかではプーカが慎しん重ちょうに飛とんでいた。




　パタ……、パタ……、パタ……。




　静しずかに羽はばたいて、プーカは洞どう窟くつの奥おくへと進すすんでいく。




　スー、スー、スー




　息いきをするような音おとが聞きこえてきた。

　プーカはゆっくり慎しん重ちょうに闇やみの中なかを進すすんでいく。




　スー、スー、スー




　さらにハッキリと息いきが聞きこえてきた。

　プーカは目めを凝こらす。

　闇やみの中なかで何なにかがゆっくりと上じょう下げに動うごいているのが見みえてきた。

　なるべく羽は音おとを立たてないように近ちかづいていく。

　動うごいているのは薄うす黄き緑みどり色いろの大おおきな身体からだだった。

　２階かい建だての家いえくらいの大おおきさがあった。

（こんなに大おおきいのカ!?）

　洞どう窟くつの闇やみの中なかで、眠ねむっている姿すがたが見みえてきた。

（これがサラマンダーなのカ。眠ねむっている間あいだは炎ほのおがないんだナ）

　サラマンダーは常つねに炎ほのおをまとっているイメージだ。

　でも、眠ねむっている時ときに炎ほのおは無ないのだ。

（これは大おおきな情じょう報ほうだゾ）

　そう思おもったプーカは辺あたりを見み回まわした。

　肝かん心じんのミヤズは無ぶ事じなのだろうか。

　と、洞どう窟くつはさらに奥おくまで続つづいている。

（よシ、行いってみよウ）

　眠ねむるサラマンダーの上うえを通とおり過すぎて、プーカはその奥おくに静しずかに飛とんでいく。




　パタ……、パタ……、パタ……。




　プーカはなるべく音おとを立たてないように洞どう窟くつを進すすんだ。

　しばらくすると、地じ面めんに横よこたわる小ちいさなひとかげが見みえてきた。

　プーカは背はい後ごのサラマンダーを気きにしつつ、そのひとかげに慎しん重ちょうに近ちかづく。

　８歳さいくらいの少しょう女じょが、剝むき出だしの岩いわの上うえに横よこたわっている。

　プーカはその子この顔かおの前まえに降おり立たった。

　ハッと少しょう女じょが目めを覚さます。
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「あなたは？」

　サラマンダーに聞きこえないように少しょう女じょは囁ささやき、プーカも囁ささやき返かえす。

「オイラはプーカ。君きみはミヤズかイ？」

「そうよ」

「タケル兄にいサンが洞どう窟くつの入いり口ぐちまで来きてるヨ」

「え！　お兄にいちゃんが！」

　ミヤズの声こえが思おもわず弾はずんだ。

「しっ！」とプーカがたしなめる。

「でも、あの火か龍りゅうに見みつからずに入いり口ぐちに行いくなんて無む理りよ」

　途と端たんに肩かたを落おとすミヤズ。

「分わかってル。でも、逆ぎゃくにこの奥おくに進すすんだら出で口ぐちがあるんじゃないのかイ？」

　ミヤズは首くびを振ふった。

「行いってみたら、小ちいさな火か龍りゅう達たちが出で入いりしている所ところがあったの。でも、すごく小ちいさくて、そこから出でるなんて無む理りだったの」

　プーカはハッとした。

「もしかして、その出で口ぐちは×バツ印じるし状じょうだったかイ？」

「そうよ。どうして知しってるの？」

「説せつ明めいはあとだヨ。とにかく、オイラだけでは助たすけられなイ。一いち度ど戻もどるから、静しずかにしてるんダ」

「うん。でも、早はやく助たすけに来きてね」

「もちろんだヨ。すぐに助たすけに来くるかラ」

　プーカはそう告つげると、音おとを立たてずに飛とび立たった。

　いまだに眠ねむるサラマンダーの前まえを、静しずかに横よこ切ぎっていくプーカ。




　スー、スー、スー




　サラマンダーは寝ね息いきを立たてている。

　ふと、ミヤズが気きになった。

　プーカは振ふり向むいてミヤズの様よう子すをうかがった。

　ミヤズはおとなしく横よこたわっているようだ。




　ゴツン！




　よそ見みをしていたプーカは壁かべにぶつかってしまった。

　プーカはバランスを崩くずして地じ面めんに落らっ下かする。




　トテッ！




　プーカが地じ面めんに落おちて音おとを立たてた。

　小ちいさな身体からだがぶつかっただけだが、静しずかな洞どう窟くつの中なかでは、その音おとは大おおきく響ひびく。

（しまっタ！）

　プーカは心こころの中なかで叫さけんで、目めの前まえで眠ねむるサラマンダーを見みた。

　その目めが開あいた。

（まずイ！）

　プーカは飛とび立たとうとしたが、焦あせったので羽はねが思おもうように動うごかない。

　サラマンダーは目めの前まえの小ちいさな妖よう精せいを見みつけた。

　すると、身体からだ全ぜん体たいが徐じょ々じょにオレンジ色いろに光ひかり始はじめる。

　プーカはそれを目めの前まえで見みてあわてた。

「大たい変へんダ！　超ちょう高こう速そくで逃にげるゾ！」

　ハッキリ声こえを出だし、自じ分ぶんに向むかって宣せん言げんしたプーカは飛とび立たった。




　ブーン！　パタパタパタ！




　生うまれてから今いままで出だしたことのないスピードで、洞どう窟くつの入いり口ぐちに向むかうプーカ。

　背はい後ごから奇き妙みょうな音おとが響ひびいてきた。




　オォォォォ──。
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　プーカは、怖おそろしくてふり返かえる気きになれない。

　その音おとの正しょう体たいは、サラマンダーの身体からだにエネルギーがみなぎる音おとに違ちがいなかった。

「急いそゲ！　オイラ！」

　自じ分ぶんを鼓こ舞ぶするプーカ。

　必ひっ死しに羽はばたく。

　入いり口ぐちはもうすぐだ。

　次つぎの瞬しゅん間かん──




　ボォォオオオ！




　爆ばく音おんが響ひびき、背はい後ごから熱ねつが迫せまってくる。

「あわわワッ！」

　プーカは洞どう窟くつの外そとに飛とび出だした。

　プーカを心しん配ぱいして洞どう窟くつの様よう子すを見みている勇ゆう気きとタケルが目めに入はいった。

「勇ゆう気きクン！　タケル兄にいサン！　気きをつけロ！」

　プーカの忠ちゅう告こくに驚おどろいた勇ゆう気きとタケルが、物もの陰かげに隠かくれた。

　２人ふたりのいる場ば所しょにプーカも続つづいて隠かくれる。

　その直ちょく後ご──







　ボワッ、ドォォォオオオ！




　炎ほのおが洞どう窟くつから吹ふき出だして来きた。

「「「うわぁ！」」」

　勇ゆう気きとタケルとプーカが叫さけんで身みを縮ちぢめる。

　３人にんの周まわりが炎ほのおで焼やかれた。

「あちちちっ」

　勇ゆう気きはその熱あつさに思おもわず声こえを出だす。

　でも、幸さいわいにも誰だれも火傷やけどをすることはなかった。

「ミヤズチャンは洞どう窟くつの奥おくにいたヨ」

「本ほん当とうか？　無ぶ事じなんだな？」

「オイラは噓うそは言いわないヨ」

「だったら、なおさら急いそいで助たすけないと！」

　プーカの報ほう告こくに、焦あせりをつのらせるタケル。

「でも、洞どう窟くつに入はいれる口くちはここしか無ないみたいなんダ」

「じゃ、どうやって助たすければいいんだ？」

　嘆なげくタケルに、勇ゆう気きも何なにも提てい案あんできない。

　すると──、




　ドシンッ、ドシンッ、ドシンッ




　洞どう窟くつの中なかから大おおきな足あし音おとが聞きこえてきた。

「サラマンダーが出でてくるゾ！」

　プーカの声こえに、勇ゆう気きとタケルが洞どう窟くつを見みつめる。




　ドシンッ、ドシンッ、ドシンッ




　サラマンダーが入いり口ぐちに姿すがたを現あらわした。

　オレンジ色いろの炎ほのおを身みにまとった火か龍りゅう。

　そばにいるだけでその熱ねつが伝つたわってくる。

　サラマンダーは、入いり口ぐちを塞ふさぐように立たち止どまった。

　誰だれも洞どう窟くつに入はいれないようにしている。

「くそっ！」

　勇ゆう気きは背せ負おっていた大おお型がた水みず鉄でっ砲ぽうを手てに取とった。

　そして、サラマンダーに向むけて狙ねらいを定さだめた。




　シュッ！　シュッ！　シュッ！




　引ひき金がねを引ひくと、勢いきおいよく水みずが連れん射しゃされた。

　サラマンダーにたどり着つく前まえに地じ面めんに散ちってしまう水みずもある。

　それでも、多おおくの水みずがサラマンダーに命めい中ちゅうした。

　しかし──、




　ジュッ！　ジュッ！　ジュッ！

　シュワァァァ！




　まさに焼やけ石いしに水みずだ。

　すぐに水すい蒸じょう気きになってしまう。

　何なん度ど水みずを掛かけても、効こう果かは無ない。

「ダメだ！」

　さらに悪わるいことに、勇ゆう気き達たちはサラマンダーににらみつけられた。

「ヤバい！　タケル兄にいさん！　プーカ！」

　勇ゆう気きの声こえで、皆みんなは今いままでよりもっとしっかりした物もの陰かげに逃にげ込こんだ。

　その直ちょく後ご、サラマンダーが口くちを開ひらいた。




　ボワッ、ドォォォオオオ！




　炎ほのおが飛とんでくる。

　３人にんは物もの陰かげで必ひっ死しに身みを縮ちぢめた。

　炎ほのおの塊かたまりが過すぎ去さっていく。

　勇ゆう気きは大おお型がた水みず鉄でっ砲ぽうを再ふたたびサラマンダーに向むけた。




　スゥゥ、スゥゥ！




　水みずがなくなっていた。

「ダメだ！　どこかに水みずはないの？」

　岩いわ場ばの洞どう窟くつ前まえには水みずはなかった。

　勇ゆう気きはタケルの水すい筒とうに目めを向むけた。

「タケル兄にいさん、その水すい筒とうの中なか身みをこのタンクに入いれて！」

　勇ゆう気きは大おお型がた水みず鉄でっ砲ぽうのタンクの蓋ふたを外はずして、タケルの前まえに差さし出だした。

「え？　でも、これは水みずじゃなくて酒さけだぞ」

「そうだけど、ここには水みずがないんだ。妹いもうとさんを助たすけるために何なにもしないよりはいいでしょ？」

「分わかった」

　タケルはタンクの中なかに水すい筒とうの中なか身みを流ながし込こんだ。

　勇ゆう気きはタンクの蓋ふたをしっかり閉とじると、再ふたたびサラマンダーに大おお型がた水みず鉄でっ砲ぽうを向むけた。




　シュッ！　シュッ！　シュッ！




　銃じゅう口こうから酒さけが発はっ射しゃされた。

　サラマンダーにたどり着つかずに地じ面めんをぬらす酒さけもある。

　それでも、ほとんどの酒さけは命めい中ちゅうした。

　ところが、酒さけは水みずとはまったく違ちがう反はん応のうを示しめす。




　ボワッ！　ボワッ！　ボワッ！




　サラマンダーに掛かかった酒さけはますます炎ほのおを強つよめた。

「しまった！　酒さけは逆ぎゃく効こう果かになるのに、なんで気きづかなかったんだ！」

　タケルは頭あたまを抱かかえた。

「え？　どういう事こと？」

　勇ゆう気きが尋たずねた。

「僕ぼくが持もってきたのは強つよい酒さけだ。酒さけは燃もえるんだよ」

「ええ！　そんなの知しらなかった」

　勇ゆう気きは目めを丸まるくした。

　すると、サラマンダーの身体からだの炎ほのおがふっと収おさまった。

「なに？　どうしたの？」

　勇ゆう気きは呟つぶやく。

　その目めの前まえで、サラマンダーが地じ面めんに散ちった酒さけをなめはじめた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、サラマンダーは再ふたたび燃もえさかる。

　オレンジ色いろの炎ほのおが赤あかい炎ほのおに変かわり始はじめた。

「これは、ヤバいよ！」

　勇ゆう気き達たちはあわてて物もの陰かげにしっかり隠かくれる。

　きっと特とく大だいの炎ほのおが襲おそってくるに違ちがいない。

　勇ゆう気き達たちは身みを丸まるめた。

　ところが──、




　オヨヨヨヨ、オヨヨヨヨ




　奇き妙みょうな鳴なき声ごえが聞きこえてくる。

「え？」

　勇ゆう気きが顔かおを上あげてサラマンダーを見みると、すっかり炎ほのおが赤あかくなってフラフラとしていた。

「どういうこと？　まるで酔よったみたいだ」

　勇ゆう気きの呟つぶやきに、タケルはハッとして語かたり出だした。

「以い前ぜん、サラマンダーが村むらを襲おそったとき、酒さか蔵ぐらを襲おそったことがあるんだ。サラマンダーは酒さけを飲のんだ後あと、村むらを襲おそうのをやめて、フラフラしながら山やまに帰かえって行いったんだ」

「つまり、酒さけが好すきなの？」

「たぶんそうだ」

「だったら、この大おお型がた水みず鉄でっ砲ぽうの酒さけでおびき出だせば、洞どう窟くつの入いり口ぐちから引ひき離はなすことが出で来きるんじゃ？」

「勇ゆう気きクン、それは良いいアイデアだゾ」

　勇ゆう気きとプーカのやり取とりを聞きいていたタケルは、更さらにハッとした。

「そうだ。この洞どう窟くつの裏うら側がわは切きり立たった崖がけなんだ。で、その下したには池いけがあるんだ」

「その池いけに落おとせば火ひは消きえるよね」

「勇ゆう気きクン！」

「よし！」

　勇ゆう気きはプーカと目めを見み合あってうなずいた。

　するとプーカはタケルを見みた。

「洞どう窟くつの中なかはオイラが案あん内ないするゾ」

　今こん度どはタケルがうなずいた。




　　　　×　×　×




　シュッ！　シュッ！　シュッ！




　勇ゆう気きの大おお型がた水みず鉄でっ砲ぽうから発はっ射しゃされる酒さけ。




　ボワッ！　ボワッ！　ボワッ！




　サラマンダーがますます赤あかく燃もえる。




　オヨヨヨヨ、オヨヨヨヨ




　奇き妙みょうな声こえを出だしてフラフラするサラマンダー。

　それを見みた勇ゆう気きは、物もの陰かげから飛とび出だして洞どう窟くつの裏うら側がわに回まわる道みちを走はしった。

「おーい、こっちだぞ！」

　そう呼よびかけつつ、シュッと酒さけをサラマンダーの少すこし前まえに飛とばした。

　サラマンダーはフラフラと勇ゆう気きのほうに歩あるき出だした。

　洞どう窟くつの入いり口ぐちが開あいた。

「よシ！　行いくヨ！」

　プーカにうながされてタケルは洞どう窟くつに向むかった。




　シュッ、シュッ！




　勇ゆう気きはサラマンダーの少すこし前まえに酒さけを噴ふん霧むしていく。

　フラフラと付ついていくサラマンダー。

『馬うまの鼻はなさきにニンジンをぶら下さげる』という言こと葉ばを誰だれかから聞きいたことがある。

　ニンジンが好すきな馬うまは、それを食たべようとして前ぜん進しんする。

　でも、ニンジンは馬うまの背せ中なかから伸のびた竿さおの先さきに付ついているので、馬うまと一いっ緒しょに移い動どうしてしまう。

　だから幾いくら走はしっても食たべることが出で来きず、馬うまはとにかく必ひっ死しに前まえに進すすむだけになる。

　勇ゆう気きはサラマンダーに対たいしてまさに同おなじ事ことをしているのだ。

「おーい、こっちだぞ」

　勇ゆう気きは洞どう窟くつの裏うら側がわに向むかってサラマンダーを誘ゆう導どうしていく。

「こっちだぞ！」

　背はい後ごから付ついてくるサラマンダー。




　オヨヨヨヨ、オヨヨヨヨ




（よし！　この調ちょう子しで付ついてくれば大だい丈じょう夫ぶだ！）

　勇ゆう気きは自じ信しんをもった。

　ところが──、




　オヨヨヨヨ、ボッ、ドォ！




「わぁ！　あちぃ！」

　勇ゆう気きの背せ中なかが熱あつくなった。

　振ふり向むくと、酔よったサラマンダーが貧ひん弱じゃくな炎ほのおをあらぬ方ほう向こうに吐はいていた。

「ダメだ！　そんなに酔よったらダメだよ！」




　オヨヨ、ボッ、ヨヨヨ、ボッ、ドォ、ドォ！




　サラマンダーは千ち鳥どり足あしになり、右みぎへ左ひだりへフラフラしてなかなか前まえに進すすまない。

　しかも、今いま来きた道みちを戻もどろうとし始はじめた。




「おい！　おい！　ダメだ！　戻もどるなよ！」




　　　　×　×　×




　一いっ方ぽう、洞どう窟くつの中なかではプーカがタケルを案あん内ないしていた。

　ブ～～ン、パタパタパタ！

　サラマンダーがいなければお構かまいなしに音おとを立たてて飛とべる。

「ミヤズチャンは洞どう窟くつの奥おくにいるヨ」

　そう言いって洞どう窟くつの奥おくに向むかおうとするプーカだったが、




　ザワザワザワッ、ボッ、ボッ、ボッ




　不ぶ気き味みな音おとが、洞どう窟くつの暗くら闇やみから響ひびいてきた。

「プーカ、この音おとは？」

　タケルがゾッとして尋たずねてきた。

「ミヤズちゃんは、一いち番ばん奥おくに小ちいさなサラマンダーがいっぱいいるって言いってたんダ」

「なんだって!?　じゃ、ミヤズは？」

　タケルは闇やみの中なかに闇やみ雲くもに走はしり出だした。

「ミヤズ!!　ミヤズ!!　お兄にいちゃんだぞ!!」

「タケル兄にいサン！」

　プーカはあわててタケルを追おいかけた。

「ミヤズ！　お兄にいちゃんが助たすけに来きたぞ！」

　タケルは叫さけびながら奥おくに向むかった。




「お兄にいちゃん！」




　突とつ然ぜん、少しょう女じょの声こえが響ひびいた。




「ミヤズ！　良よかった！」




　巨きょ大だいなサラマンダーがいなくなったので、ミヤズが自みずから洞どう窟くつの入いり口ぐちに向むかってきたのだ。

　タケルとミヤズは、走はしり寄よって抱だき合あった。

「お兄にいちゃん！」

「ミヤズ！　無ぶ事じで良よかった！」

「お兄にいちゃん、でも……！」

　ミヤズは背はい後ごの暗くら闇やみにふり返かえる。




　ザワザワザワッ、ボッ、ボッ、ボッ




　小ちいさなサラマンダーが何なん匹びきも火ひを噴ふきながら走はしってくるのが見みえた。

「タケル兄にいサン！　ミヤズチャン！　急いそいで外そとへ行いくんだヨ！」

　プーカが２人ふたりをうながした。

　タケルとミヤズはあわてて入いり口ぐちに走はしり出だした。




　　　　×　×　×




　勇ゆう気きは大おお型がた水みず鉄でっ砲ぽうの中なかの酒さけをサラマンダーの鼻はな先さきに放はなつ。




　シュッ、シュッ！




　オヨヨ、ボッ、ヨヨヨ、ボッ！




　酔よってふらつくサラマンダー。

　だが、やっと勇ゆう気きの誘ゆう導どうするほうに向むかってくるようになった。

「よし！　こっちだ！」




　シュッ、シュッ！




　勇ゆう気きは大おお型がた水みず鉄でっ砲ぽうから酒さけを発はっ射しゃさせながら走はしる。

「こっちに来くるんだ！」

　やがて勇ゆう気きは切きり立たった崖がけの上うえに出でた。

　下したを覗のぞくと池いけがあった。

『時ときのトンネル』を抜ぬけて降おり立たった場ば所しょにあった小お川がわは、きっとこの池いけから延のびているのだろう。

　背はい後ごをふり返かえると、サラマンダーが勇ゆう気きに向むかってフラフラと歩あるいてくる。

「さあ、大だい好すきな酒さけを飲のみたかったらここまで来くるんだ」

　勇ゆう気きは崖がけの外そと側がわに向むかって、水みず鉄でっ砲ぽうの中なかの最さい後ごの酒さけを発はっ射しゃした。




　シュッッッ！




　サラマンダーはそれを飲のもうとして走はしり込こんで来くる。

　勇ゆう気きは素す早ばやく横よこに逃にげた。

　するとサラマンダーはまんまと崖がけの外そとに飛とび出だした。

　足あしをばたつかせるサラマンダー。




　オヨヨヨヨヨヨ




　池いけに向むかって落おちて行いく。
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　バッシャーン！




　崖がけの下したで水みずしぶきが上あがった。




　シュゥゥゥ！




　サラマンダーがまとっていた炎ほのおが消きえていく。

　やがてそのしぶきに変かわるように黒くろい煙けむりが上あがってきた。

　それを見みた勇ゆう気きはホッと息いきをついた。

「終おわった」




　　　　[image: くぎり]




　洞どう窟くつの中なかを入いり口ぐちに向むかって走はしるタケルとミヤズ。

　そして、宙ちゅうを飛とぶプーカが２人ふたりに声こえを掛かける。

「急いそゲ！」




　ザワザワザワッ、ボッ、ボッ、ボッ




　背はい後ごから追おってくる小ちいさなサラマンダー達たち。

　ところが──、




　シュッウー！　シュ、シュッウー！　シュッウウゥゥー！




　小ちいさなサラマンダー達たちが、黒くろい煙けむりとなって消きえていった。

　プーカはその様よう子すを見みつめる。

「よシ！　勇ゆう気きクンが怪かいを倒たおしたんダ！」

「え？」

　走はしっていたタケルとミヤズが立たち止どまり、ふり返かえった。

　追おいかけてきた小ちいさなサラマンダー達たちが、確たしかに消きえていた。

「お兄にいちゃん……」

　ミヤズは信しんじられない表ひょう情じょうでタケルを見みる。

「ミヤズ、助たすかったんだ」

「ホントに？」

「ああ、良よかった」

　タケルとミヤズの年としの離はなれた兄きょう妹だいは、しっかり抱だき合あう。

　そこへ、勇ゆう気きがやって来きて、抱だき合あう２人ふたりを見みた。

「２人ふたりが再さい会かいできて、良よかった」

「ああ、オイラも嬉うれしいヨ」

　そう言いったプーカは地じ面めんに何なにかが落おちているのに気きづく。

「おイ、勇ゆう気きクン、これハ？」

　勇ゆう気きは地じ面めんを見みてハッとした。

「これは……」

　勇ゆう気きはそれを拾ひろい上あげた。

　それはなんと、羽心うららの『星ほしのグローブ』だった。
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「羽心うららだ！」

　勇ゆう気きは洞どう窟くつの中なかへ羽心うららを捜さがして走はしり出だす。

「羽心うらら！　羽心うらら！　どこだ!?」

「勇ゆう気きクン、待まちなヨ！」

　宙ちゅうを飛とぶプーカは、勇ゆう気きの目めの前まえに回まわり込こんだ。

「怪かいを倒たおしたから洞どう窟くつの奥おくにあった×バツ印じるしも消きえてル。もうここにはいないヨ」

「でも、羽心うららのグローブが……？」

「邪じゃ鬼きは何なにかを企たくらんでるんだヨ。きっト」

　勇ゆう気きは星ほしのグローブを握にぎりしめた。

（確たしかにそうかもしれない。でも、なんとしてでも羽心うららを助たすけないと……）

　勇ゆう気きは心こころの中なかで誓ちかった。
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「あの場ば所しょに、羽心うららはいたのかな……？」

　昼ひる休やすみの小しょう学がっ校こう。

　勇ゆう気きは、ひとり渡わたり廊ろう下かに立たっていた。

　手てには、『星ほしのグローブ』がある。

　先せん日じつ、サラマンダーを追おって、時ときを超こえた。

　邪じゃ鬼きと羽心うららを捜さがしたものの、その場ば所しょにはいなかった。

　しかしなぜか、星ほしのグローブが落おちていたのだ。

「もしかして、邪じゃ鬼きが落おとしていったのかもしれないヨ」

　ふと、プーカが服ふくの胸むねポケットから顔かおを出だして言いった。

「邪じゃ鬼きはおそらくあの場ば所しょにいたよネ？」

「ああ、たぶんいたと思おもう」

　邪じゃ鬼きがいついたのかは分わからない。

　しかし、刀かたなで×バツ印じるし状じょうのヒビを作つくり、サラマンダーの力ちからを利り用ようしたことだけは確たしかだ。

「羽心うらら……」

　羽心うららはどこにいるのだろう。

　浮ふ上じょうした謎なぞの大たい陸りくのことも、連れん日じつのようにニュースで報ほうじられている。

（気きになるけど、今いまはそれどころじゃないよね）

「羽心うららを早はやく助たすけないと」

　そう呟つぶやくと、勇ゆう気きは星ほしのグローブをじっと見みつめた。

「勇ゆう気きクン……」

　プーカは胸むねポケットから出でると、腰こしにつけているポーチをまさぐる。

「羽心うららチャンはきっと無ぶ事じダ。だから、これでも食たべて元げん気きを出だすんダ」

　プーカはほほ笑えみながら、ポーチの中なかから白しろいパックを取とり出だした。

　ツンとする独どく特とくの臭においが辺あたりに広ひろがる。

「これってもしかして」




「あア、『納なっ豆とう』だヨ」




「納なっ豆とうなんかポーチに入いれてたの？」

「王おう様さまのポーチは大だい事じな物ものを入いれるためにあるからネ。この前まえ食たべたら、なかなかおいしくテ。くるみパンの次つぎにお気きに入いりだヨ」

「最さい近きん、家いえにある納なっ豆とうがすぐになくなると思おもったら、プーカが盗ぬすんでたのか」

「盗ぬすんでないよ。こういう時ときのために持もっていたんダ。さあ、食たべて元げん気きになっテ」

「あのねえ」

　渡わたり廊ろう下かで納なっ豆とうのパックを見みせるプーカに、勇ゆう気きは呆あきれて溜ため息いきを吐ついた。
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「真しん之の、何なにをしてる？」




　突とつ然ぜん、声こえがした。

　見みると、渡わたり廊ろう下かの入いり口ぐちに、担たん任にんの原はら末すえ先せん生せいが立たっていた。

「ええっと」

　勇ゆう気きはあわてて星ほしのグローブをポケットにしまう。

「プーカも早はやく胸むねポケットに入はいって……！」

「お、おウ」

　プーカは納なっ豆とうをポーチにしまうと、胸むねポケットに隠かくれた。

「ん？　なんか臭におうぞ？　これは……納なっ豆とうの臭においか？」

「ええっと、給きゅう食しょくで食たべたから臭におってるのかも」

「今日きょうの給きゅう食しょくには納なっ豆とうなんか出でてないだろ」

「あ、そうでしたね。そうだ、朝あさ、納なっ豆とうをいっぱい食たべたから、それで臭においがするんですよ」

　勇ゆう気きは、「ははは」と作つくり笑わらいをしながら、頭あたまをかいた。

「そうか、それならいいんだが」

　原はら末すえ先せん生せいはふと、勇ゆう気きを見みた。

「で、ここで何なにしてたんだ？」

「ええっと、ちょっと考かんがえ事ごとをしてて」

「こんなところでか？」

　勇ゆう気きがいるのは、４階かいの渡わたり廊ろう下かだ。

　各かく学がく年ねんの教きょう室しつは３階がいまでにしかなく、４階かいには滅めっ多たに人ひとは来こない。

　そのため、勇ゆう気きは誰だれにも邪じゃ魔まされず、羽心うららのことを考かんがえられると思おもったのだ。

　原はら末すえ先せん生せいは、ガラスケースのフタが付ついている箱はこを持もっていた。

　箱はこの中なかには、いくつもの石いしが入はいっている。

　勇ゆう気きがその石いしを見みていると、原はら末すえ先せん生せいは「あ～、これはな」と言いった。

「次つぎの理り科かの授じゅ業ぎょうで使つかうんだよ。『砂さ岩がん』や『泥でい岩がん』と言いって、石いしによって地ち層そうの違ちがいが分わかるんだ」

　どうやら原はら末すえ先せん生せいは、地ち層そうの授じゅ業ぎょうでみんなに見みせる石いしを、４階かいにある理り科か準じゅん備び室しつに取とりに行いっていたようだ。

「そろそろ昼ひる休やすみが終おわるぞ。教きょう室しつに戻もどろう」

「は、はい」

　勇ゆう気きは、原はら末すえ先せん生せいとともに、６年ねん２組くみの教きょう室しつに戻もどることにした。

「真しん之の、この前まえの理り科かのテスト、あまり点てん数すうがよくなかったな」

「はあ」

「勉べん強きょうは嫌きらいか？　先せん生せいは真しん之のと同おなじぐらいの頃ころは、勉べん強きょうするのがすごく楽たのしかったぞ」

「そうなんですか」

　原はら末すえ先せん生せいはいつも勉べん強きょうのことばかり言いう。

　怒おこることも多おおいので、勇ゆう気きは原はら末すえ先せん生せいのことがあまり好すきではなかった。

（今いまは先せん生せいのことなんて考かんがえてる場ば合あいじゃないのに）

　勇ゆう気きは溜ため息いきを吐はきながら、校こう舎しゃに入はいると、階かい段だんを下おりようとした。




「何なにかあったら、先せん生せいに言いうんだぞ」




　ふいに、原はら末すえ先せん生せいが言いった。

「いやあ、まあ、あれだ。人ひとは誰だれだって悩なやみの１つや２つはある。そういうときは誰だれかに話はなしたほうが楽らくになるからな」

　どうやら原はら末すえ先せん生せいは、勇ゆう気きが４階かいの渡わたり廊ろう下かにひとりでいたことを、心しん配ぱいしてくれているようだ。

「原はら末すえ先せん生せい……」

（普ふ段だんは全ぜん然ぜんそう思おもわないけど、意い外がいと優やさしいのかも）

　勇ゆう気きは原はら末すえ先せん生せいの気き持もちを知しり、嬉うれしくなった。

　しかし、すぐに首くびを小ちいさく横よこに振ふる。

（だけど、この悩なやみは原はら末すえ先せん生せいじゃ解かい決けつできないよね）

　羽心うららのことは、みな、忘わすれてしまっている。

　怪かいのことも、邪じゃ鬼きのことも、どれだけ説せつ明めいしても理り解かいしてもらえないだろう。

「ありがとうございます」

　勇ゆう気きはお礼れいを言いうことしかできなかった。

「いつでも相そう談だんしてくれていいからな」

　事じ情じょうを知しらない原はら末すえ先せん生せいは、似に合あわない笑えみを浮うかべながら、階かい段だんを下おり始はじめた。

　瞬しゅん間かん、原はら末すえ先せん生せいが急きゅうに身体からだのバランスを崩くずした。

　階かい段だんを踏ふみ外はずしたのだ。




「うわああ！」




　原はら末すえ先せん生せいは、そのまま階かい段だんを転ころげ落おちる。

　ドンッという音おととともに、踊おどり場ばに倒たおれた。

「先せん生せい！」

　勇ゆう気きはあわてて駆かけ寄よる。

「う、ううう」

　原はら末すえ先せん生せいは、苦く悶もんの表ひょう情じょうを浮うかべ、まともに声こえを出だすこともできなくなっていた。

「先せん生せい！　しっかりして下ください。誰だれか！」

　勇ゆう気きは、３階がいの廊ろう下かにいる子こ供どもたちに助たすけを求もとめた。
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「先せん生せい、大だい丈じょう夫ぶかな……」

　放ほう課か後ご。

　勇ゆう気きはひとり道どう路ろを歩あるきながら、昼ひる休やすみの出で来き事ごとを思おもい出だしていた。

　あの後あと、原はら末すえ先せん生せいは救きゅう急きゅう車しゃで病びょう院いんに運はこばれた。

　帰かえりの会かいで、学がく年ねん主しゅ任にんの先せん生せいは、原はら末すえ先せん生せいが足あしを骨こっ折せつし、当とう分ぶん入にゅう院いんすることをみんなに話はなした。

（僕ぼくのせいかも……）

　勇ゆう気きが渡わたり廊ろう下かになど行いかなければ、原はら末すえ先せん生せいも怪け我がをせずにすんだのかもしれない。

　勇ゆう気きは、自じ分ぶんを情なさけなく思おもい、ガックリと肩かたを落おとした。




「おイ。勇ゆう気きクンの友とも達だちがいるゾ」




　服ふくの胸むねポケットから顔かおを出だしたプーカが、前ぜん方ぽうを見みながら言いった。

「友とも達だち？」

　顔かおをあげると、遊ゆう歩ほ道どうの入いり口ぐちに、クラスメイトの蒲かば谷や亜あ衣いと志し水みず拓たく馬ま、それに桐きり谷たに花か恋れんがいた。

　なぜかみな、オロオロとしている。

「どうしたんだろう？」

　勇ゆう気きは気きになって、そばに駆かけ寄よった。

「ねえ、どうしたの？」

「あっ、勇ゆう気きくん、大たい変へんなことが起おきたの」

「大たい変へんなこと？」

　勇ゆう気きが首くびを傾かしげると、花か恋れんは遊ゆう歩ほ道どうの少すこし先さきを見みつめた。

「さっき遊ゆう歩ほ道どうの前まえを通とおりかかったら、犬いぬの散さん歩ぽをしていたおばさんが倒たおれて」

「ええ？」




「突とつ然ぜん、体たい調ちょうが悪わるくなったみたいなの」




　花か恋れんの話はなしによると、おばさんは近きん所じょの人ひとの車くるまで病びょう院いんに向むかったのだという。

「すごく苦くるしそうな顔かおをしてた」

「そうなんだ」

（また、救きゅう急きゅう車しゃで運はこばれる人ひとが出でたなんて）

　一いち日にちの間あいだに、別べつのところで病びょう院いんに運はこばれる人ひとと出でくわすなど、滅めっ多たにない。

（ただの偶ぐう然ぜん、だよね）

　勇ゆう気きがそう思おもっていると、亜あ衣いが口くちを開ひらいた。

「これで、今日きょう病びょう院いんに運はこばれた人ひとは３人にん目めよ」

「どういうこと？」

　勇ゆう気きが戸と惑まどいながら尋たずねると、亜あ衣いは真しん剣けんな表ひょう情じょうで一いち同どうを見みた。




「朝あさ、となりの家いえに住すんでる高こう校こう生せいのお姉ねえさんが、玄げん関かんのドアで指ゆびを挟はさんじゃったの」




　その人ひとは、そのまま病びょう院いんに向むかったのだという。

「原はら末すえ先せん生せいとおばさん、それに近きん所じょのお姉ねえさん、いくらなんでも少すこし変へんよね？」

　亜あ衣いの言こと葉ばに、花か恋れんと拓たく馬まはうなずく。

「私わたし、なんか怖こわい」

「僕ぼくも。なんか不ぶ気き味みだよね」

「たしかにこれは……」

　勇ゆう気きは単たんなる偶ぐう然ぜんとは思おもえなくなっていた。
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　そのとき、勇ゆう気きの頬ほおに風かぜが当あたった。




「あれ？」




　気きが付つくと、花か恋れんたちの姿すがたが消きえていた。

「ねえ、みんなどこ？」

　周まわりを見みるが、どこにもいない。

「プーカ、花か恋れんちゃんたちはどこに行いったんだ？」

　勇ゆう気きはそう言いいながら、胸むねポケットを見みる。

　だが、胸むねポケットにプーカの姿すがたはなかった。

「どういうこと？」




「うわああ！」




　道どう路ろの角かどから声こえが聞きこえた。

　勇ゆう気きはあわてて駆かけ出だすと、角かどを曲まがる。

「あっ！」




　そこには、拓たく馬まが倒たおれていた。




「どうしたの!?」

「急きゅうに……、トラックから荷に物もつが、足あしの上うえに落おちてきて」

　拓たく馬まの前まえには、引ひっ越こし業ぎょう者しゃのトラックが止とまっていた。

　荷に台だいのドアが開あいていて、道どう路ろに大おおきな段だんボールが落おちている。

「もしかしてこの荷に物もつにぶつかったの??」

「う、うん、あああっ」

　拓たく馬まは足あしを押おさえながら、苦くるしむ。

「拓たく馬まくん！」

　勇ゆう気きは助たすけを呼よぼうと、周まわりを見みた。




「えっ？」




　そばにある小ちいさな公こう園えんに、誰だれかが倒たおれている。

　花か恋れんと亜あ衣いだ。

「花か恋れんちゃん！　亜あ衣いちゃん！　拓たく馬まくん、すぐ戻もどってくるからちょっと待まってて！」

　勇ゆう気きは２人ふたりのもとへ駆かけ寄よった。

　花か恋れんたちは苦くるしそうな声こえを漏もらしている。

「お腹なかが、痛いたくなって」

「私わたしは、歯はが……」

「ううっ」

　花か恋れんたちは苦く悶もんの表ひょう情じょうを浮うかべる。

「しっかりして！　誰だれか！」

　勇ゆう気きは焦あせりながらも声こえをあげた。

　すると、プーカが飛とんできた。

「ゆ、勇ゆう気きクン……」

「プーカ、助たすけを呼よんできて！　みんなが！」

「オ、オイラも、うああ……」

　次つぎの瞬しゅん間かん、プーカはフラフラとさ迷まようように宙ちゅうを舞まいながら、地じ面めんに落おちた。

「プーカ！」

「カラスに……、襲おそわれテ」

「えっ」

「そのカラスも……、ブランコの鉄てっ柱ちゅうに……ぶつかっテ」

　プーカは、ブランコのほうを見みる。

　ブランコのそばに、一羽わのカラスが落おちていた。

「どうなってるの??」

　みなが、なぜか急きゅうに怪け我がをしたのだ。

「とにかく、助たすけを呼よばないと」

　勇ゆう気きは、プーカを抱だきかかえると、人ひとを探さがそうと公こう園えんを出でた。




　ゴゴゴゴゴッ




　突とつ然ぜん、背はい後ごで大おおきな音おとがした。

　ハッとして振ふり返かえると、そばに立たっていた信しん号ごう機きが鉄てっ柱ちゅうごと折おれ、勇ゆう気きの頭ず上じょうに倒たおれてきた。

　避よける余よ裕ゆうなどない。

　勇ゆう気きは悲ひ鳴めいをあげた。

「うわあああ！」




「勇ゆう気きくん、しっかりして」

　目めの前まえに、花か恋れんが立たっている。

「ぼ、僕ぼくは……」

　そばには、亜あ衣いと拓たく馬まもいる。

　勇ゆう気きは、おばさんが倒たおれた遊ゆう歩ほ道どうにいることに気きづいた。

「まさか！」

　服ふくの胸むねポケットを確かく認にんすると、プーカがいる。

「勇ゆう気きクン、ボーッとしてたヨ……」

　プーカは花か恋れんたちに聞きこえないように小こ声ごえで言いった。

「ボーッと」

　勇ゆう気きはハッとなると、空そらを見み上あげた。

「あっ！」

　遊ゆう歩ほ道どうのそばにある雑ざっ居きょビルとビルの隙すき間まに、黒くろい物ぶっ体たいが見みえる。




　×バツ印じるし状じょうのヒビだ。




　ヒビから、黒くろい煙けむりが漏もれ出だしていた。

「みんな、今いますぐ家いえに帰かえるんだ！」

　勇ゆう気きは険けわしい表ひょう情じょうで、花か恋れんたちに叫さけぶ。

「どうしたの、勇ゆう気きくん？」

「雨あめでも降ふってくるのかい？」

　拓たく馬まは空そらを見みようとする。

「見みなくていいから！」

　そんな拓たく馬まを、勇ゆう気きはあわてて止とめた。

「早はやく家いえに帰かえって！　とにかくじっとしてるんだ！」

　勇ゆう気きは、戸と惑まどう花か恋れんたちを半なかば強ごう引いんに説せっ得とくして、家いえへと帰かえらせた。
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「すべて怪かいの影えい響きょうだったんだ！」

　黒くろいヒビがあるということは、邪じゃ鬼きが怪かいをこの町まちに送おくり込こもうとしているということだ。

　その怪かいがいる時じ代だいに行いけば、邪じゃ鬼きがいるかもしれない。

（今こん度どこそ、羽心うららを助たすけなきゃ）

　勇ゆう気きは、ポケットに入いれていた星ほしのグローブを握にぎりしめた。

　やがて、家いえへ帰かえってきた勇ゆう気きは、父ちち親おやの書しょ斎さいに駆かけ込こむと、星ほしのグローブを入いれたポケットとは反はん対たい側がわのポケットに手てを入いれた。

　そこには、太たい陽ようと月つきのグローブが入はいっていた。

　勇ゆう気きは２つのグローブをはめると、壁かべのほうを見みた。

　しかし、急きゅうに頭あたまを抱かかえた。

「だけど、一いっ体たいどんな怪かいなんだ？」

　勇ゆう気きはそれがまったく分わからなかった。

　原はら末すえ先せん生せいは階かい段だんから落おちて怪け我がをして、おばさんは体たい調ちょうが悪わるくなり、亜あ衣いの言いっていた近きん所じょのお姉ねえさんは、玄げん関かんのドアで指ゆびを挟はさんだ。

「夢ゆめの中なかでも、みんなにはバラバラなことが起おきて、不ふ幸こうになっていたよね……」

「不ふ幸こうになっていタ？　そうカ！」

　プーカがそれを聞きき、胸むねポケットから飛とび出だしてきた。




「分わかったよ、勇ゆう気きクン。今こん回かいの怪かいは、おそらく『パンドラの箱はこ』ダ」




「それって」

　勇ゆう気きは、本ほん棚だなに置おかれていた『世せ界かいの不ふ思し議ぎアイテム』と書かかれた本ほんを手てに取とった。

「たしか、この本ほんに……、あった！」
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「不ふ幸こうな目め……、なるほど、だからみんなあんな風ふうになったのか」

「妖よう精せい族ぞくにも、パンドラの箱はこはとても怖こわい箱はこだという言いい伝つたえがあるんダ」

「だったら、この町まちに箱はこが出でてくる前まえに何なんとかしないと。だけど、箱はこなんかとどうやって戦たたかえばいいの？」

　まったくイメージができない。

　勇ゆう気きが首くびをひねっていると、プーカがにっこりと笑わらった。




「パンドラの箱はこは、開あけると様さま々ざまな災わざわいが飛とび出だしてしまウ。だったら、開あけないようにすればいいんだヨ」




「なるほど！　プーカ、さすがだね！」

「当とう然ぜんだヨ。オイラは妖よう精せい族ぞくの王おう子じだからネ」

「箱はこが開あけられないようにするためには……、あれだ！」

　勇ゆう気きは部へ屋やを出でると、廊ろう下かの端はしにある大だい工く道どう具ぐなどをしまっているクローゼットを開あけ、ロープを手てに取とった。

「これで箱はこをグルグル巻まきにすれば、開あけることができなくなるよね」

「おオ～、いいアイデアだと思おもうゾ」

　勇ゆう気きはロープを持もってプーカとともに書しょ斎さいに戻もどると、壁かべの前まえに立たった。

「行いくよ」

「おウ。羽心うららチャンを助たすけるヨ！」

　プーカは、勇ゆう気きの服ふくの胸むねポケットに入はいる。

　勇ゆう気きは、壁かべに向むかって左ひだり手てをかざすと、呪じゅ文もんを唱となえた。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、壁かべに大おおきな渦うずの穴あなができた。

　勇ゆう気きは、光ひかりの渦うずの中なかに飛とび込こむ。

　トンネルの先さきに、茂しげみが見みえてきた。

「わああ！」




　バサッ




　勇ゆう気きはトンネルを抜ぬけ、上手うまく着ちゃく地ちしようとするが、茂しげみにすっぽりと身体からだが入はいってしまった。

「いたたた」

「勇ゆう気きクン、大だい丈じょう夫ぶカ？」

　胸むねポケットからいち早はやく脱だっ出しゅつしていたプーカが、飛とびながら勇ゆう気きに言いった。

「さすがに出でた先さきが茂しげみだったら、上手うまく着ちゃく地ちできないよ」

　勇ゆう気きは、這はい出でるように茂しげみから出でると、何なんとか立たち上あがった。

「ええっと、ここは……」

　どうやら、森もりの入いり口ぐちのようだ。

「いつの時じ代だいなんだ？」

　勇ゆう気きがそう呟つぶやいていると、ひとりの女おんなの子こがそばにやって来きた。




「あなたは誰だれですの??」
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　キレイな赤あかいドレスを着きた女おんなの子こだ。

「あ、あの僕ぼくは」

「お空そらから急きゅうに落おちてきましたが、まさか盗とう賊ぞくさんですの??」

　女おんなの子こは、近ちかくに落おちていた枝えだを拾ひろって構かまえると、勇ゆう気きを警けい戒かいする。

「いや、違ちがうんだ。僕ぼくは盗とう賊ぞくとかじゃなくて」

「そうだヨ。勇ゆう気きクンは悪わるい怪かいを退たい治じしにきたんだヨ」

「プーカ、君きみは隠かくれてないといけないだろ！」

　勇ゆう気きはあわててプーカを捕つかまえようとする。

　だが女おんなの子こは、プーカを見みて構かまえていた枝えだを下おろすと、笑えみを浮うかべた。




「まあ、妖よう精せいさんですわね」




「えっ？」

　女おんなの子こはプーカを見みてもまったく驚おどろいていないようだ。

「キミは、妖よう精せいを見みたことがあるのかイ？」

「ありませんわ。だけど、お城しろにあった書しょ物もつに、妖よう精せいは人にん間げんと友とも達だちになってくれると書かいてあったんですわ」

「そうなんだ。って今いま、城しろって言いった??」

　勇ゆう気きは、周まわりの景け色しきを眺ながめる。

　森もりと反はん対たい側がわの場ば所しょに、真まっ白しろな城しろが建たっていた。

「おオ～、すごくキレイなお城しろだネ～」

「わたくしのお家うちですわ」

「ええ？」




「名な前まえを言いっていませんでしたわね。わたくし、この国くにの王おう女じょ・サラと申もうします」




「王おう女じょだったんだ」

　どうやら、ヨーロッパの古ふるい時じ代だいに来きたようだ。

「オイラの名な前まえはプーカ。妖よう精せい族ぞくの王おう子じだヨ」

「まあ、それは奇き遇ぐうですわね。初はじめまして、プーカ王おう子じ」

　サラはそう言いいながら、勇ゆう気きのほうを見みた。

「勇ゆう気きさんと言いいましたわね？　あなたもどこかの国くにの王おう子じ様さまなんですの？」

「いや、僕ぼくはただの小しょう学がく生せいだよ」

「小しょう学がく生せい？」

「あ、ええっと、普ふ通つうの子こ供どもってことだよ」

「勇ゆう気きクンは、オイラの大だい親しん友ゆうなんダ」

「まア、そうなのですね。それなら勇ゆう気きさんは盗とう賊ぞくなどではありませんわね。妖よう精せいさんと仲なか良よくなれるのは、心こころが清きよらかな良いい人ひとだけですもの」

「は、はあ」

　よく分わからないが、どうやら誤ご解かいは解とけたようだ。

「ところで、サラ姫ひめはどうしてこんなところにいたんダ？」

　ふと、プーカが尋たずねた。

「そう言いわれればたしかに」

　周まわりには、誰だれもいない。

　いくら城しろの近ちかくとは言いえ、王おう女じょがひとりで森もりのそばにいるのは奇き妙みょうだった。

「散さん歩ぽでもしてたの？」

「いえ、そうではありませんわ」

　サラは急きゅうに暗くらい表ひょう情じょうになった。

「わたくし、お父とう様さまのことで悩なやんでいましたの。それで少すこし城しろの外そとを散さん歩ぽしていて。──お父とう様さまは、あの人ひとが現あらわれてから、様よう子すがおかしくなってしまったんですの」

「あの人ひと？」




「片かた目めを包ほう帯たいで隠かくした、黒くろい服ふくを着きた少しょう年ねんですわ」




「それって！」

　邪じゃ鬼きのことだ。

「やっぱり、この時じ代だいにいたんだ！」

　勇ゆう気きは、サラに詰つめ寄よった。

「そいつは邪じゃ鬼きという悪わるい奴やつで、僕ぼくの幼おさな馴な染じみを連つれ去さったんだ」

「え？　そうなんですの??」

「邪じゃ鬼きと一いっ緒しょに女おんなの子こはいなかった？」

「女おんなの子こ？　う～ん、わたくしの知しるかぎりいませんでしたわ」

「一いっ緒しょじゃないのか」

「勇ゆう気きクン、とにかく邪じゃ鬼きを捕つかまえよウ」

「ああ！」

　邪じゃ鬼きを捕つかまえれば、羽心うららも助たすけることができる。

　勇ゆう気きは、サラに邪じゃ鬼きのところに連つれて行いってもらおうと思おもった。

　そのとき、数すう人にんの兵へいたちが勇ゆう気きたちのもとへ走はしってきた。




「サラ様さま！　大たい変へんです！」




　どうやら、城しろの兵へいたちのようだ。

「どうしたのです？」

　サラが尋たずねると、口くちひげを生はやした兵へいが答こたえた。

「王おうが、『封ふう印いんの間ま』の扉とびらを開あけると言いっているのです」

「なんですって！」

　サラは目めを大おおきく見み開ひらいた。

「サラさん、どうしたの？」

「勇ゆう気きさん、大たい変へんですわ。あの部へ屋やには、絶ぜっ対たいに使つかってはいけない禁きん断だんの箱はこがあるのです」

「箱はこ？　まさか」




「人ひと々びとを不ふ幸こうにする、『パンドラの箱はこ』ですわ！」




　勇ゆう気きは、城しろを見みつめる。

「そうか。邪じゃ鬼きはパンドラの箱はこを手てに入いれるために王おう様さまに近ちかづいたんだ」

　勇ゆう気きはサラのほうに顔かおを向むけた。

「サラさん、封ふう印いんの間まに案あん内ないして。このままじゃ邪じゃ鬼きにパンドラの箱はこを奪うばわれてしまう！」

　勇ゆう気きはサラたちとともに、城しろへと走はしった。
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「封ふう印いんの間まは、こちらですわ！」

　城しろにやって来きた勇ゆう気きたちは、封ふう印いんの間まへと向むかっていた。

　部へ屋やは、１階かいのいちばん奥おくにあるのだという。

　通つう路ろの両りょう脇わきには、何なん体たいもの大おおきな石せき像ぞうが立たっていた。

　勇ゆう気きは、その石せき像ぞうの迫はく力りょくにたじろぎながらも、ロープを持もつ手てに力ちからを入いれ、サラの後あとを追おった。

「これですわ」

　やがて、サラは大おおきな石いしの扉とびらの前まえで立たち止どまった。

　扉とびらの中ちゅう央おうには、手て形がたのような紋もん章しょうが刻きざまれている。

「わたくしたち王おう家けは、代だい々だいパンドラの箱はこを守まもる役やく目めがありますの。この扉とびらは『選えらばれし者ものの扉とびら』と言いって、特とく別べつな力ちからを持もつ、王おう家けの者ものしか開ひらくことができないのです」

「特とく別べつな力ちから？」

　聞きき覚おぼえのある言こと葉ばに、勇ゆう気きは思おもわず聞きき返かえそうとする。

　すると、プーカがそれを止とめた。

「勇ゆう気きクン、今いまはそんなこと考かんがえてる場ば合あいじゃないゾ」

「そ、そうだね。サラさん、早はやく扉とびらを開あけて。箱はこを他ほかの場ば所しょに移うつさないと！」

「ええ！」

　サラは、手て形がたのような紋もん章しょうに、手てをかざした。

　瞬しゅん間かん、紋もん章しょうが光ひかり輝かがやく。




　ゴゴゴゴッ




　次つぎの瞬しゅん間かん、扉とびらがゆっくりと開あいた。

　勇ゆう気きたちは急いそいで中なかに入はいる。

　だが、中ちゅう央おうに石いしでできた台だいがポツンとあるだけで、他ほかには何なにもなかった。

「どういうことですの？　パンドラの箱はこはこの台だいの上うえにあったはずですわ」

「そんな」

　勇ゆう気きたちは戸と惑まどいながらも、辺あたりを見み回まわした。

　すると、入いり口ぐちの扉とびらの前まえに誰だれかが立たった。




「思おもったとおり、来きたようだね」




　邪じゃ鬼きだ。

　邪じゃ鬼きの後うしろには、赤あかい豪ごう華かな服ふくを着きた王おうと兵へいたちがいた。

「邪じゃ鬼き！」

　勇ゆう気きは邪じゃ鬼きを捕とらえようと、扉とびらのほうへ駆かけ出だす。

　だがそれよりも早はやく、王おうの周まわりにいた兵へいたちが、それを防ふせぐようにして立たち塞ふさがった。

「お父とう様さま、パンドラの箱はこはどこなのですの!?」

「それはもちろん、ここだ」

　王おうは、大だい事じそうに持もっていた黄おう金ごん色いろに輝かがやく小こ箱ばこを見みせた。

「それが、パンドラの箱はこ……」

　勇ゆう気きは、ゴクリと唾つばを吞のみ込こむ。

「これはこの国くにの宝たからだ。王おうである私わたしだけが持もつことができる」

「そんな物ものを一いっ体たい何なにに使つかうつもりなんですの！」

「決きまっているだろう。これで国くにを守まもるのだよ」

　王おうは、ほほ笑えみながら邪じゃ鬼きを見みた。




「邪じゃ鬼き殿どのが教おしえてくれたのだ。周まわりの国くに々ぐにがこの国くにを狙ねらっているとな」
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「まさかそんな……」

　戸と惑まどうサラをよそに、王おうは勇ゆう気きを見みた。

「邪じゃ鬼き殿どの。この少しょう年ねんが先さきほど言いっていた盗とう賊ぞくか？」

「はい。パンドラの箱はこを狙ねらって、必かならずやって来くると思おもっていました」

「盗とう賊ぞく？　僕ぼくは盗とう賊ぞくじゃない！　王おう様さま、そいつに騙だまされないで！」

　勇ゆう気きは立たち塞ふさがる兵へいたちをくぐり抜ぬけようとするが、それを見みて王おうが怒ど鳴なった。

「ええい、邪じゃ鬼き殿どのは国くにの危き機きを報しらせてくれた人じん物ぶつだ。そのような人じん物ぶつを悪あく人にんのように言いうとは。その子こを捕つかまえろ！」

「はっ！」

　兵へいたちは勇ゆう気きの身体からだを掴つかんだ。

「やめろ！　邪じゃ鬼き、パンドラの箱はこの力ちからは絶ぜっ対たいに使つかわせない！」

　勇ゆう気きは邪じゃ鬼きのもとへ近ちかづこうとするが、兵へいたちに取とり押おさえられ、動うごけなくなってしまう。

「勇ゆう気きさん！」

　サラは勇ゆう気きのもとに駆かけ寄よろうとするが、王おうが「やめろ」と声こえをあげた。

「サラよ。お前まえは危あやうく騙だまされるところだったのだぞ」

「彼かれは盗とう賊ぞくなどではありませんわ！」

「ふん。盗とう賊ぞくでなければ、なぜパンドラの箱はこを狙ねらう？」

「だからそれは」

　サラは反はん論ろんしようとするが、王おうは一いっ方ぽう的てきに話はなしを続つづけた。

「こんな少しょう年ねんごときに騙だまされるとは、王おう家けの人にん間げんとして情なさけない。お前まえは死しんだあいつと同おなじように、人ひとが良よすぎるのだ」




「あいつ……、それは『お母かあ様さま』のことを言いっていますの!?」




　サラは、険けわしい表ひょう情じょうで王おうを睨にらんだ。

　王おうはその迫はく力りょくに一いっ瞬しゅん怯ひるんだものの、すぐに「ふん」と鼻はなを鳴ならした。

「サラを部へ屋やに連つれて行いけ。今いまから戦たたかいの準じゅん備びをするぞ！」

「はっ！」

「お父とう様さま！」

　王おうはサラを無む視しして、部へ屋やを出でて行いく。

「サラ様さま、こちらへ」

　サラも、兵へいたちに連つれて行いかれてしまう。

「サラさん！　王おう様さま!!」

　勇ゆう気きは捕とらえられながらも必ひっ死しに叫さけぶ。

　その姿すがたを見みて、邪じゃ鬼きが不ふ敵てきに笑わらう。

　そしてそばに近ちか寄よると、顔かおを近ちかづけて囁ささやいた。




「無む駄だだよ。勇ゆう気きくん。パンドラの箱はこは、この僕ぼくが手てに入いれるからね」




「邪じゃ鬼き！」

　邪じゃ鬼きは笑えみを浮うかべながら、その場ばから去さって行いった。

「待まて！　くっ、離はなせ！」

「うるさい、静しずかにしろ！」

　兵へいたちはさらに力ちからを入いれ、勇ゆう気きを取とり押おさえる。

「やめろ！」

　勇ゆう気きは抵てい抗こうすることができなくなり、そのまま地ち下か牢ろうへと連つれて行いかれた。
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（早はやく、邪じゃ鬼きを止とめないと……）

　薄うす暗ぐらい地ち下か牢ろうの中なか。

　勇ゆう気きは、そのことをずっと考かんがえていた。

　邪じゃ鬼きにパンドラの箱はこを奪うばわれれば、見み捨すて里り市しは怪かいの脅きょう威いにさらされるだろう。

　そんなことを絶ぜっ対たいに許ゆるすわけにはいかない。

　勇ゆう気きは急いそいで邪じゃ鬼きのもとへ行いきたいと思おもうが、牢ろうには窓まどもなく、鉄てつ格ごう子しの扉とびらも頑がん丈じょうな鍵かぎがかかっていて、逃にげ出だすことは不ふ可か能のうだった。

（こんなときに、キユウがいてくれたら）

　キユウは、どんなピンチでも冷れい静せいだった。

　勇ゆう気きは、そんなキユウをいつも頼たよりにしていた。

「やっぱり、僕ぼくひとりじゃ、邪じゃ鬼きを止とめることも羽心うららを助たすけることもできないんだ……」

　勇ゆう気きは、自じ分ぶんの無む力りょくさを痛つう感かんし、絶ぜつ望ぼう感かんを抱いだいた。




「ひとりだっテ？」




　小ちいさな声こえがした。

「勇ゆう気きクン、キミにはこんなにも心こころ強づよい相あい棒ぼうがいるだろウ」

　見みると、牢ろうの鉄てつ格ごう子しの外そとに、プーカが飛とんでいた。

「プーカ！」

　勇ゆう気きはあわててそばに駆かけ寄よる。

「無ぶ事じだったんだね！」

「あア～、王おう様さまたちが来きて、これはヤバいと思おもって素す早ばやく隠かくれてたんダ」

「プーカ、早はやくここから出だして！　看かん守しゅの人ひとから上手うまく鍵かぎを奪うばってこの牢ろうを──」




「勇ゆう気きクン、オイラを誰だれだと思おもっているんだイ？　とっても頼たよりになる妖よう精せい族ぞくの王おう子じだヨ」




　プーカはにっこりと笑わらうと、両りょう手てで持もっていた物ものを勇ゆう気きに見みせた。

　鍵かぎだ。

「それって」

「看かん守しゅが居い眠ねむりをしている隙すきに奪うばったんダ。勇ゆう気きクンに勇ゆう気きがあるように、オイラにも度ど胸きょうと行こう動どう力りょくがあるからネ」

「プーカ」

　たとえキユウがいなくても、勇ゆう気きはひとりではない。

　ひとりでは無む力りょくでも、力ちからを合あわせれば、どんな困こん難なんにもきっと立たち向むかうことができる。

「ありがとう、プーカ！」

　プーカは牢ろうの鍵かぎを開あけた。

　勇ゆう気きは、飛とび出だすように外そとに出でた。

「邪じゃ鬼き、待まってろ」

　勇ゆう気きはプーカとともに、邪じゃ鬼きのいる場ば所しょへと急いそいだ。




「邪じゃ鬼きはどこにいるんだ？」

　地ち下か牢ろうから１階かいに戻もどって来きた勇ゆう気きは、城しろの中なかを見み回まわす。

　しかし城しろは広ひろく、どこに邪じゃ鬼きたちがいるのか分わからない。

「兵へいにも見みつからないようにしないと」

　見みつかれば、また捕つかまってしまうだろう。

　だが、勇ゆう気きは奇き妙みょうなことに気きづいた。




「兵へいが、全ぜん然ぜんいないんだけど……」




　見み渡わたす限かぎり、人ひとの姿すがたはなかった。

「おかしいなア。さっきまでいっぱいいたのニ」

　プーカは先さきほど、封ふう印いんの間まから逃にげた後あと、勇ゆう気きを捜さがして地ち下か牢ろうへと向むかった。

　移い動どうしている最さい中ちゅう、見み回まわりの兵へいたちに何なん度ども見みつかりそうになったのだという。

「みんなで一いっ緒しょに休きゅう憩けいでもしてるのかナ？」

「さすがにそれはないと思おもうけど」

　勇ゆう気きは、警けい戒かいしながら通つう路ろを歩あるいて行いく。

　すると、角かどの向むこうから声こえが聞きこえてきた。




「たす…け、て……」




　今いまにもかき消けされそうな弱よわ々よわしい声こえだ。

　勇ゆう気きは戸と惑まどいながらも、角かどを曲まがった。

「ああっ」

　曲まがった通つう路ろの先さきに、ひとりの兵へいが倒たおれている。

　兵へいは苦くるしそうな顔かおをしていた。

「大たい変へんだ！」

　勇ゆう気きは、あわてて兵へいのもとへ走はしる。

「勇ゆう気きクン、捕つかまっちゃうヨ！」

「そんなこと言いってる場ば合あいじゃないだろ！」

　勇ゆう気きは兵へいのそばにたどり着つくと、声こえをかけた。

「どうしたんですか？」

「きゅ、急きゅうに頭あたまが痛いたくなって……」

　兵へいが、苦くるしそうに答こたえる。

「まさかこれって」

「おい、勇ゆう気きクン、見みロ！」

　プーカが、通つう路ろの先さきを指ゆびさす。

　そこには、中なか庭にわがあった。

「あああ！」




　中なか庭にわに、大おお勢ぜいの兵へいたちが倒たおれていた。




　勇ゆう気きは中なか庭にわへと走はしり、兵へいたちを見みる。

　お腹なかを押おさえている人ひとや、足あしを押おさえている人ひと、壁かべの前まえには、身体からだをぶつけてしまったのか、苦くるしそうにうなり声ごえを上あげている人ひとなどが倒たおれていた。

「みんな不ふ幸こうな目めに遭あったのカ？」

「こんなことになるのは、パンドラの箱はこのせいだ」

　箱はこが開あけられたことによって、人ひと々びとが不ふ幸こうな目めに遭あってしまったのだ。

「だけど勇ゆう気きクン、どうしてこの城しろの兵へいたちが怪け我がをしてるんダ？」

「たぶん、邪じゃ鬼きが箱はこを奪うばって開あけたんだ」

　早はやくしないと、邪じゃ鬼きは刀かたなでヒビを作つくって逃にげてしまうだろう。

「邪じゃ鬼き、どこにいるんだ！」
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　勇ゆう気きはプーカとともに、城しろのあちこちを捜さがす。

　城しろの中なかは、怪け我がをしていて動うごけなくなった兵へいたちで溢あふれていた。

「もう逃にげたのかモ」

　広ひろ間まの中なかを捜さがしながら、プーカが不ふ安あんそうに言いう。

「もしそうだったら、見み捨すて里り市しは……」

　ここと同おなじように、大おお勢ぜいの人ひとが怪け我がをしてしまう。

　勇ゆう気きはそれを想そう像ぞうし、首くびを大おおきく横よこに振ふった。

　そのとき、音おとがした。




　コツ……　コツ……　コツ……




　誰だれかがゆっくりと歩あるいている音おとだ。

　音おとは、広ひろ間まの外そとの通つう路ろから聞きこえていた。

「邪じゃ鬼きだ！」

　勇ゆう気きたちが広ひろ間まを出でると、通つう路ろの角かどを曲まがる人ひと影かげが一いっ瞬しゅん見みえた。

「待まて！」

　勇ゆう気きたちはその人じん物ぶつを追おい、角かどを曲まがる。

　すると、誰だれかとぶつかった。

「わっ」

　勇ゆう気きはよろけて、尻しり餅もちをつく。

「勇ゆう気きクン！」

「くっ」

　勇ゆう気きは邪じゃ鬼きだと思おもい、素す早ばやく立たち上あがると、身み構がまえた。

　だが、目めの前まえに立たっていたのは邪じゃ鬼きではない。




　そこにいたのは、王おうだった。




「そなたは……、ううっ」

　王おうは苦く悶もんの表ひょう情じょうを浮うかべる。

　よく見みると、王おうはあちこち怪け我がをしているようだ。

「まさか、邪じゃ鬼きがやったんですか??」

　勇ゆう気きは身み構がまえながら、邪じゃ鬼きの姿すがたを捜さがす。

　だが、邪じゃ鬼きはどこにもおらず、通つう路ろには石せき像ぞうだけが並ならんでいた。

「王おう様さま、邪じゃ鬼きはどこですか!?」

「邪じゃ鬼き……？」

　王おうは傷きずついた腕うでを押おさえながら、勇ゆう気きのほうを見みた。

「これは……、邪じゃ鬼き殿どのがつけたものではない」

「じゃあ一いっ体たい誰だれが？」

「それは」

　王おう様さまは険けわしい表ひょう情じょうで、その名な前まえを言いおうとした。

　瞬しゅん間かん、そばにあった石せき像ぞうの頭あたまが大おおきく揺ゆれ動うごいた。

「えっ？」

　石せき像ぞうの頭あたまが、王おうの真ま上うえに落おちてきた。

「危あぶない！」

　勇ゆう気きはとっさに王おうに飛とびついた。
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　ドオォン！




「勇ゆう気きクン!!」

　プーカは、倒たおれた石せき像ぞうの上うえを飛とびながら必ひっ死しに勇ゆう気きに声こえをかける。




「プーカ……」




　すると、勇ゆう気きの声こえがした。

　王おうと一いっ緒しょに、床ゆかに転ころがった石せき像ぞうの頭あたまの陰かげに倒たおれている。

　寸すん前ぜんのところで、落おちてきた頭あたまを避よけたのだ。

「よかった～。ヤバいと思おもったゾ！」

「王おう様さま、怪け我がは？」

　勇ゆう気きは、王おうを見みた。

「な、なぜ助たすけた……？　私わたしは、そなたを捕とらえさせたのだぞ？」

「そんなの関かん係けいないです。僕ぼくは、誰だれかが傷きずつくのを放ほうっておくことなんかできない！」

　勇ゆう気きは、まっすぐな瞳ひとみで王おうを見みつめながらそう答こたえた。

「そなたは……、もしかして本ほん当とうに、盗とう賊ぞくではないのか……？」

　王おうは勇ゆう気きの行こう動どうを見みて、自じ分ぶんが間ま違ちがっていたことに気きづいた。

「頼たのむ……、パンドラの箱はこを、閉とじてくれ。このままでは……村むらの人ひとたちが」

「どういうことですか？」

「奪うばわれてしまったのだ……。村むらへ行いかせてはならん。ぐうう」

　王おうは再ふたたび苦く悶もんの表ひょう情じょうを浮うかべると、そのまま気きを失うしなってしまった。

「王おう様さま！」

「勇ゆう気きクン、どうしよウ？」

「石せき像ぞうが倒たおれてきたのは、怪かいの影えい響きょうによるものだ。だったら、まだパンドラの箱はこはこの時じ代だいにあるはずだ」

　王おうは村むらの人ひとたちを心しん配ぱいしていた。

　邪じゃ鬼きは、村むらでパンドラの箱はこを使つかおうとしているのだろう。

　勇ゆう気きはプーカとともに、村むらへと向むかうことにした。
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　勇ゆう気きたちは城しろを出でて、村むらを探さがした。

　だが、村むららしい場ば所しょはどこにも見みえない。

　どうやら、村むらは城しろから離はなれた場ば所しょにあるようだ。

　勇ゆう気きたちは探さがしている内うちに、最さい初しょにいた森もりの入いり口ぐちまで戻もどって来きてしまった。

「どこに行いけばいいんだ？」

「こうなったら勘かんで探さがすしかないゾ」

「そんなのダメだ。間ま違ちがってたら間まに合あわなくなるだろ」

　勇ゆう気きは、森もりのほうを見みた。

「そうだ、プーカが空そらを高たかく飛とべばいいんだ。高たかく飛とべば、遠とおくの景け色しきも見みえるだろ？」

「なるほど、村むらもすぐ見みつけられるネ。よお～シ！」

　プーカは全ぜん身しんに力ちからを入いれると、一いっ気きに上じょう空くうへと飛とんだ。

「村むらはどこダ～？　う～ン、ないゾ～？　ん、なんダ??」

　プーカは飛とびながら、なぜか森もりの木き々ぎを凝ぎょう視しした。

「プーカ、森もりじゃなくて村むらを探さがして！」

　勇ゆう気きは下したから声こえをかける。

「いやあ、森もりが広ひろくて村むらは見みえないけど、代かわりに、木きに人ひとが引ひっかかってるのは見みえたゾ」

「えええ？」

　プーカは、その木きの場ば所しょへと飛とんで行いく。

「あ、ちょっと！」

　勇ゆう気きも後あとを追おおうとした。

　そのとき、地じ面めんのくぼみに足あしをとられた。

「わっ！」

　思おもわず転ころびそうになる。

　目めの前まえに先さきが尖とがった石いしが落おちている。

「うわっ！」

　勇ゆう気きは、あわてて手てをついた。

「あ、危あぶなかった」

　手てをついていなかったら、尖とがった石いしが顔かおに当あたって、大おお怪け我がをしていたかもしれない。

「まさか、これも怪かいのせいなのか？」

　勇ゆう気きは戸と惑まどいながら立たち上あがると、急いそいでプーカを追おった。

　すると、前ぜん方ぽうに道みちが見みえてきた。

　その道みちの脇わきに、ひとりの兵へいが倒たおれている。

「あの人ひとは」

　サラを森もりまで迎むかえに来きた、口くちひげを生はやした兵へいだ。

「大だい丈じょう夫ぶですか!?」

「う、うう、きゅ、急きゅうに強つよい風かぜが、吹ふいて」

「風かぜ？」

　勇ゆう気きはハッとして、周まわりの木き々ぎを見み上あげた。

　数すう人にんの兵へいたちが、木きの枝えだに引ひっかかって気き絶ぜつしていた。

「オイラが見みたのは、この人ひとだゾ」

　プーカは、いちばん高たかい場ば所しょにある枝えだに引ひっかかっている人ひとのそばで飛とびながら、勇ゆう気きにそう言いった。

「パンドラの箱はこのせいだ」

　彼かれらは強つよい風かぜに襲おそわれ、木きにぶつかったり、枝えだまで飛とばされたりしたのだ。

「村むらはどこですか!?」

　勇ゆう気きは、口くちひげを生はやした兵へいに尋たずねる。

「この道みちを、まっすぐ……、は、早はやく、止とめてくれ」

　勇ゆう気きは、大おおきくうなずくと、駆かけ出だした。




　やがて、遠とおくにいくつも家いえが見みえてきた。

「勇ゆう気きクン！」

「ああ！」

　村むらだ。

　勇ゆう気きはさらに全ぜん力りょくで走はしる。

　すると、村むらへ向むかって歩あるいている人ひとの姿すがたが見みえた。

「邪じゃ鬼きだ！」

　まだ、村むらへはたどり着ついていないようだ。

　今いまなら、村むらの人ひとたちを救すくうことができる。

「止とまれ！」

　勇ゆう気きは、その人じん物ぶつのもとへ向むかおうとした。




　その瞬しゅん間かん、大おおきな影かげが、勇ゆう気きの頭ず上じょうを覆おおった。




「えっ？」

　見み上あげると、道みちのそばに立たっていた木きが、倒たおれそうになっていた。

「うわっ」

　勇ゆう気きはあわててそれを避よけようとする。

　だが、プーカが声こえをあげた。

「勇ゆう気きクン、周まわりを見みるんダ！」

「周まわり？　──あああ！」

　倒たおれようとしているのは、１本ぽんだけではない。

　道みちの両りょう側がわにあった、数すう十本ぽんの木きが、同どう時じに倒たおれそうになっていたのだ。




　バリバリバリッ　ドオオォォン




　次つぎの瞬しゅん間かん、木き々ぎが一いっ斉せいに倒たおれた。
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「う、ううう……」

　倒たおれた木き々ぎによって土つち埃ぼこりが舞まうなか、勇ゆう気きは道みちの外そとへと這はい出だした。

　何なんとか木き々ぎを避よけ、怪け我がをせずにすんだのだ。

「プ、プーカ……」

　勇ゆう気きは必ひっ死しに目めをこらしながら、辺あたりを見み回まわす。

「オ、オイラは、ここだゾ……」

　土つち埃ぼこりの中なかから、小ちいさな手てが伸のびる。

　ボロボロになったプーカだ。

「プーカ！」

「うまく逃にげたつもりだったけど……、枝えだが身体からだに当あたっテ」

　プーカは苦くるしそうに悶もだえる。

「プーカ！」

　勇ゆう気きはあわててプーカを包つつみ込こむように持もった。

　そんな勇ゆう気きの前まえに、誰だれかが立たった。




「あなたまで、邪じゃ魔まをするのですのね？」




　風かぜが吹ふき、土つち埃ぼこりが舞まい散ちる。

　勇ゆう気きの目めの前まえに立たっていたのは、サラだ。

「サラさん、どうしてここに？　邪じゃ鬼きは??」

「邪じゃ鬼き？　あの少しょう年ねんがどこにいるのかなんて、わたくし、知しりませんわ」

　サラはそう言いって、冷つめたい笑えみを見みせる。

　その手てには、黄おう金ごん色いろに輝かがやくパンドラの箱はこがあった。

　パンドラの箱はこのフタは開あいている。

「どうしてサラさんがそれを??」




「決きまっているでしょ。わたくしが、お父とう様さまからこれを奪うばったからですわ」




「そんな！」

　驚おどろく勇ゆう気きをよそに、サラは城しろのほうを眺ながめた。

「お父とう様さまは、お母かあ様さまのことを馬ば鹿かにした。お母かあ様さまはいつもみんなのことを思おもう素す晴ばらしい人ひとだったのに」

　サラは、死しんだ母はは親おやを馬ば鹿かにした父ちち親おやを許ゆるせなく思おもったようだ。

「だから、わたくし、パンドラの箱はこを奪うばったのですわ。周まわりの国くに々ぐにと戦たたかうなんて、お母かあ様さまもきっと反はん対たいすると思おもったから。だけど……」

　サラはパンドラの箱はこの中なかをじっと見みつめた。




「この箱はこが、心こころの中なかで囁ささやきますの。フタを開あけて、みんなを不ふ幸こうにしろと」




　サラは、にやりと笑わらった。

　それを見みて、プーカが口くちを開ひらいた。

「勇ゆう気きクン、サラ姫ひめは……、パンドラの箱はこの力ちからに支し配はいされてるみたいだゾ」

　フタの開あいたパンドラの箱はこの中なかから、黒くろい煙けむりが出でている。

　その影えい響きょうのようだ。

「早はやく、箱はこを閉しめなきゃ」

　勇ゆう気きは、ロープを使つかって、箱はこを閉とじようと思おもった。

　だが、自じ分ぶんの手てを見みてハッとした。




「ロープがない！」




　牢ろうに捕とらえられたとき、ロープを取とられてしまったのだ。

「くっ、こうなったら！」

　無む理りやり奪うばって、箱はこを閉とじるしかない。

　勇ゆう気きは、サラのほうへと走はしると、箱はこを奪うばおうとした。

「邪じゃ魔まはさせないですわ！」

　サラは、パンドラの箱はこを突つき出だす。

　瞬しゅん間かん、勇ゆう気きは勢いきおいよくつまずき、地じ面めんに倒たおれた。

「うわっ！」

「勇ゆう気きクン！」

　パンドラの箱はこの力ちからによって、不ふ幸こうな目めに遭あってしまったのだ。

「パンドラの箱はこは誰だれにも奪うばわせませんわ。今いまから、村むらの人ひとたちに不ふ幸こうになってもらわないといけませんもの。フフフ、フフフフ」

　パンドラの箱はこから漏もれる黒くろい煙けむりに、サラは包つつまれていく。

「これはヤバいゾ」

「サラさん、だめだ」

　勇ゆう気きはサラのもとに近ちかづこうとするが、足あしが痛いたく、上手うまく動うごけない。

「さあ、そこで村むらの人ひとたちが不ふ幸こうな目めに遭あうのを見みているがいいですわ」
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「やめるんだ！」




　突とつ然ぜん、勇ゆう気きたちの背はい後ごから声こえがした。

　サラがその声こえの主ぬしを見みる。

　そこに立たっていたのは、王おうだ。

　王おうは、斬きられた腕うでを押おさえながら、苦くるしそうに荒あらく息いきをしている。

「お父とう様さま……」

「サラ、みんなを傷きずつけてはならん。その箱はこは手てにしてはいけなかったのだ」

　王おうは、フラフラと歩あるきながら、ゆっくりとサラに近ちかづく。

「私わたしはあの少しょう年ねんの言こと葉ばを信しんじ、箱はこを手てにしてしまった。それからなぜか、人ひと々びとのことを不ふ幸こうにしたいと思おもうようになってしまったのだ」

　王おうは、苦くるしそうに歩あるきながらも、サラのそばに近ちかづく。

「私わたしは、お前まえの母ははのことを素す晴ばらしい女じょ王おうだったと思おもっている。それなのに、その箱はこのせいで、ひどいことを言いってしまった。すまない……」

　そう言いって、サラの前まえまでやって来くると、優やさしく抱だきしめようとした。

　だが、サラがその手てを振ふり払はらった。

「お父とう様さまなんて信しんじられませんわ！」

「サラ」

「お父とう様さまは、わたくしのこともお母かあ様さまのことも、愛あいしていないんでしょ。そんなお父とう様さまなんて、この世よからいなくなればいいんですわ！」

　するとそれを聞きき、勇ゆう気きが声こえをあげた。




「そんなこと言いっちゃだめだ！」




「勇ゆう気きクン……」

　勇ゆう気きは、サラをじっと見みつめた。

「王おう様さまは噓うそなんかついてない。サラさんのことを、そしてお母かあさんのことも、本ほん当とうに大たい切せつだと思おもっているんだ。サラさんも、お父とうさんのこと好すきだろ？」

「そ、それは……」

　サラは動どう揺ようしながら、王おうを見みる。

「サラ、人ひとを傷きずつけてはならん。お前まえは妻つまに似にて、私わたしの自じ慢まんの優やさしい子こなのだ」

　王おうはサラを力ちからいっぱい抱だきしめた。

「わ、わたくし、わたくし……」

　サラを包つつんでいた黒くろい煙けむりが四し散さんしていく。

「お父とう様さま！」

　サラは、パンドラの箱はこを地じ面めんに落おとすと、泣なきながら王おうに抱だきついた。

「やった、サラさんが元もとに戻もどった！」

　勇ゆう気きは、パンドラの箱はこを拾ひろおうとした。




　そのとき、周まわりの木き々ぎが大おおきく揺ゆれた。




「まさか！」

　勇ゆう気きはハッとすると、顔かおを上あげる。

　森もりに、大おおきな竜たつ巻まきが発はっ生せいしていた。

　竜たつ巻まきは、木き々ぎをなぎ倒たおしながら、猛もうスピードでこちらに向むかってきた。

　パンドラの箱はこの力ちからによって、サラたちも不ふ幸こうな目めに遭あいそうになっていたのだ。




「危あぶない！」




　勇ゆう気きは足あしの痛いたみに耐たえながら、２人ふたりのもとへ駆かけ寄よる。

　そのまま、彼かれらを連つれて岩いわ陰かげに飛とび込こんだ。




　ゴオオオォォ




　竜たつ巻まきが、勇ゆう気きたちの上うえを通とおり過すぎて行いく。

「あ、危あぶなかった……」

　土つち埃ぼこりが舞まうなか、勇ゆう気きは岩いわ陰かげから顔かおを出だすと、倒たおれている木き々ぎを見みて冷ひや汗あせをかいた。

　王おうとサラも無ぶ事じなようだ。

「勇ゆう気きクン、ナイスだゾ！」

　プーカが笑え顔がおで勇ゆう気きに抱だきつく。

「パンドラの箱はこは？」

　勇ゆう気きは、先さきほどまでサラたちのいた地じ面めんを見みる。

　しかし、箱はこはどこにもなかった。

「まさか、竜たつ巻まきと一いっ緒しょに飛とんでいったんじゃ？」

　勇ゆう気きがそう言いうと、プーカが「違ちがうと思おもうヨ」と言いった。

「たぶん消しょう滅めつしたんだヨ」

　サラを包つつんでいた黒くろい煙けむりは四し散さんしていた。

　その後あと、箱はこも黒くろい煙けむりになって消きえたのだろう。

「そっか、じゃあ僕ぼくたちは助たすかったんだ」

　勇ゆう気きは箱はこがなくなったことに、ホッと胸むねを撫なでおろすのだった。
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　翌よく日じつ。

　サラは王おうとともに、村むらで人ひと々びとと祭まつりを楽たのしんでいた。

　パンドラの箱はこのことは、サラたちは覚おぼえていない。

　サラと王おうのもとには、人ひと々びとが集あつまり、みな楽たのしそうに笑わらっていた。

　その光こう景けいを、勇ゆう気きとプーカは少すこし離はなれたところから見みていた。

「サラ姫ひめも、王おうと仲なか良よくなれてよかったネ」

「ああ、王おう様さまもとてもいい人ひとみたいだもんね」

　すべては、パンドラの箱はこのせいだったのだ。

「みんな騒そう動どうのことを覚おぼえていないってことは、やっぱりパンドラの箱はこはあのとき消しょう滅めつしたんだろうね」

「だけど、邪じゃ鬼きはどこに消きえたんダ？」

　封ふう印いんの間まで会あったとき以い降こう、邪じゃ鬼きには一いち度ども会あわなかった。

「箱はこを奪うばえなかったから、この時じ代だいからさっさと逃にげたのかナ？」

「また、捜さがさないといけないってことか」

　邪じゃ鬼きを捕つかまえない限かぎり、羽心うららを取とり返かえすことはできない。

　勇ゆう気きは、苦にが々にがしい表ひょう情じょうを浮うかべながら、グローブをはめた拳こぶしを強つよく握にぎりしめた。




「捜さがす必ひつ要ようはないよ」




　ひとりの人じん物ぶつが、勇ゆう気きの前まえにやって来きた。

　黒くろい着き物ものを着きて、刀かたなを差さしている。

　片かた目めに包ほう帯たいをした少しょう年ねん──、

「邪じゃ鬼き！」

　邪じゃ鬼きは、勇ゆう気きをじっと見みつめた。

「勇ゆう気きくん、君きみはほんとに勇ゆう気きがあるね。だけど、僕ぼくは目もく的てきの物ものを手てに入いれたよ」

　邪じゃ鬼きはそう言いうと、黄おう金ごん色いろに輝かがやく箱はこを見みせた。
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「パンドラの箱はこ！　どうしてそれを！」

「王おう女じょの後あとをずっとつけてたんだよ。竜たつ巻まきが襲おそったとき、うまく奪うばうことができてよかったよ」

「奪うばうって、怪かいの力ちからはなくなったはずじゃ？」

「僕ぼくが箱はこのフタを閉とじたんだ。だから、元もとに戻もどったんだよ」

　邪じゃ鬼きは、フタが閉とじられた箱はこを見みて、不ぶ気き味みな笑えみを見みせた。

「王おうから奪うばうチャンスがなかなかなくてね。ようやく奪うばえそうだと思おもったら、今こん度どは王おう女じょが奪うばってしまった。だけど、無ぶ事じ手てに入いれることができてよかったよ。この箱はこは、白しら鳥とり羽心うららと同おなじぐらい、僕ぼくにとって重じゅう要ようなものだからね」

「何なんだと？」




「僕ぼくの望のぞみを叶かなえるためには、彼かの女じょとパンドラの箱はこが絶ぜっ対たいに必ひつ要ようだったのさ」

　邪じゃ鬼きは片かた手てで刀かたなを抜ぬくと、空くう間かんを斬きった。

　空くう間かんに×バツ印じるし状じょうのヒビができる。

「勇ゆう気きくん、僕ぼくを止とめたいのなら、追おって来くるがいい」

　邪じゃ鬼きはにやりと笑わらうと、パンドラの箱はこを持もって、ヒビの中なかに飛とび込こむ。

「邪じゃ鬼き！」

　勇ゆう気きは、ヒビを見みる。

「追おって来くるがいいって、ヒビの中なかに飛とび込こめってこと？」

「そんなの絶ぜっ対たい罠わなだゾ」

「それは……」

　邪じゃ鬼きが何なにをしようとしているのか分わからない。

　だが、ここで逃にがすわけにはいかない。

「プーカ、行いこう！」

「で、でモ」

「どんな罠わながあろうが、僕ぼくは絶ぜっ対たいに羽心うららを取とり返かえす！」

　勇ゆう気きは意いを決けっし、ヒビの中なかに飛とび込こんだ。

「あ～、もウ～！」

　プーカも真しん剣けんな表ひょう情じょうになると、勇ゆう気きの後あとを追おって、ヒビの中なかへ突とつ入にゅうした。
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「わああぁぁぁ!!」

　勇ゆう気きとプーカは、手て足あしをばたつかせながら、ヒビの中なかを飛とんでいた。

　光ひかりのトンネルとは違ちがって、周まわりはどす黒ぐろく、泥どろのようにドロドロとしている。

　目めが回まわる。

　頭あたまが回まわる。

　何なにより、この空くう間かんにいるだけで気き分ぶんが悪わるくなっていく。

「ゆ、勇ゆう気きクン、やっぱり入はいっちゃまずかったんじゃないのカ？」

「そんなこと言いわれても、これしか方ほう法ほうがなかっただろ！」

　ヒビの先さきに邪じゃ鬼きがいる。

　捕つかまえて、羽心うららを救すくい出だすチャンスなのだ。

　勇ゆう気きは、全ぜん身しんに力ちからを入いれた。

　やがて、どす黒ぐろい空くう間かんの先さきに、光ひかりが見みえてきた。

「出で口ぐちだ！」




　ドンッ！




　勇ゆう気きは思おもい切きり尻しり餅もちをついた。

「勇ゆう気きクン、大だい丈じょう夫ぶかイ？」

「あ、ああ、何なんとか無ぶ事じだよ、あいたた」

　勇ゆう気きは、フラフラとしながらも、立たち上あがると、周まわりを確かく認にんした。

「ここは……」

　湿しめった大だい地ちがどこまでも広ひろがっている。

　草くさ木きは生はえておらず、数かぞえきれないほどの水みずたまりや泥どろの干ひ潟がたが見みえる。

　その大だい地ちに、ところどころ見み慣なれない建けん築ちく物ぶつが建たっていた。

　どれも石いしを積つみ上あげて造つくっているようだ。

　勇ゆう気きはふと、ひときわ大おおきな建けん築ちく物ぶつに目めを留とめた。

「あれは……」

　ピラミッド状じょうの建けん築ちく物ぶつで、中ちゅう央おうに階かい段だんがあり、頂ちょう上じょうに神しん殿でんのようなものが見みえる。

　以い前ぜん怪かい狩がりで行いったエジプトにあったピラミッドとはまったく形かたちが違ちがう。

　勇ゆう気きは、その建けん築ちく物ぶつに見み覚おぼえがあった。

　先せん日じつニュースの映えい像ぞうで見みた場ば所しょだ。

「まさかここって」




　大たい西せい洋ように浮ふ上じょうした、謎なぞの大たい陸りくである。




「どうしてここに？」

　勇ゆう気きは戸と惑まどいながらも、「あっ」と声こえをあげた。

　以い前ぜん見みた夢ゆめの中なかで、キユウはあの頂ちょう上じょうにある神しん殿でんのような場ば所しょに立たっていた。

「もしかして、キユウがいるのかも！」

　しかし、勇ゆう気きはすぐに冷れい静せいになった。

　ヒビに飛とび込こんだら、ここに着ついたのだ。

「それって、邪じゃ鬼きの目もく的てきの場ば所しょがこの大たい陸りくだということだよね……？」

　邪じゃ鬼きは、望のぞみを叶かなえるためには、羽心うららとパンドラの箱はこが必ひつ要ようだと言いっていた。

　ここが、野や望ぼうを叶かなえるための場ば所しょなのだろうか？

　すると、プーカが口くちを開ひらいた。




「よく分わからないけど、行いくしかないと思おもうヨ」




　邪じゃ鬼きはこの大たい陸りくのどこかにいる。

　それを捕つかまえるために、勇ゆう気きたちはヒビの中なかに飛とび込こんだのだ。

「あいつを捕つかまえられるのは、勇ゆう気きクン、キミだけだロ？」

「それは……」

　邪じゃ鬼きを捕つかまえ、羽心うららを救すくい出だせば、野や望ぼうも打うち砕くだくことができるはずだ。

「そうだね。行いってみるしかないよね」

「あア。ピンチになったらオイラが助たすけてあげるかラ」

　プーカはそう言いって笑わらう。

　勇ゆう気きはその笑え顔がおを見みて、少すこし心こころが落おち着ついた。

「よし、行いこう。まずはあのピラミッドからだ！」
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「うわ～、これはすごいネ」

「近ちかくで見みるとこんなに大おおきかったんだ」

　勇ゆう気きたちは、ピラミッド状じょうの建けん築ちく物ぶつのそばまでやって来きた。

　建けん築ちく物ぶつは、想そう像ぞう以い上じょうに大おおきく、真ま下したからだと頂ちょう上じょうにある神しん殿でんはまったく見みえない。

　中ちゅう央おうにある階かい段だんも大おおきい。

　横よこの幅はばは、５メートルほどあり、１段だんずつの高たかさも30センチほどある。

　それが１００段だん以い上じょう続つづいているようだ。

　勇ゆう気きたちは建けん築ちく物ぶつを一いっ周しゅうするが、どこにも入いり口ぐちはないようだ。

「階かい段だんを上のぼるしかないみたいだね」

　勇ゆう気きは、階かい段だんを見み上あげながら、ゆっくりと上のぼり始はじめた。




　ヒュ～　ヒュ～




　上のぼるにつれ、風かぜが強つよくなっていく。

「うう、勇ゆう気きクン、肩かたを借かりていいかナ？」

　プーカは、風かぜのせいで、まっすぐ飛とぶことができないようだ。

「無む理りして飛とぶ必ひつ要ようないだろ」

「いやあ、オイラも一いち人にん前まえだってところを見みせたくテ」

　プーカは、勇ゆう気きの肩かたの上うえに避ひ難なんしながら笑わらった。

　勇ゆう気きはふと、眼がん下かを眺ながめた。

　すでに30メートルほど上のぼっているようだ。

「転ころげ落おちたら、怪け我がだけじゃすまないよね」

　勇ゆう気きは、ゴクリと唾つばを吞のみ込こむ。

「下したを見みちゃだめダ。こういうときは上うえだけを見みながら歩あるくほうがいいヨ」

「そ、そうだよね」

　勇ゆう気きは、階かい段だんに手てをつけ、落おちないように気きを付つけながら、慎しん重ちょうに上うえへと進すすむ。

「落おちないように……ゆっくり、ゆっくり……」

　１段だん、また１段だん。

　やがて、頂ちょう上じょうが見みえてきた。

「よくやった、勇ゆう気きクン！」

「ふう～、なんとか着ついた」

　勇ゆう気きは、頂ちょう上じょうに足あしを掛かける。

　真まっ白しろな神しん殿でんが見みえる。

　勇ゆう気きはその神しん殿でんをじっと見みつめる。

　だがそのとき、目めの前まえに突とつ然ぜん人ひとの影かげが現あらわれた。




「来くるなっ！」




　丸まるメガネをかけた男おとこの人ひとが襲おそいかかってきたのだ。

「わっ」

　勇ゆう気きは反はん射しゃ的てきに逃にげようとして、思おもわずバランスを崩くずす。

「わ、あ、あ、あ」

　頂ちょう上じょうから落おちそうになってしまう。

「勇ゆう気きクン！」
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「ぬあああ！」

　勇ゆう気きは歯はを食くいしばり、腹はらに力ちからを入いれると、身体からだを前まえに動うごかした。

　そのまま、前まえのめりになると、頂ちょう上じょうの地じ面めんに手て足あしをつけた。

「危あぶなかった～」

　何なんとか転てん落らくせずにすみ、勇ゆう気きはホッとする。

「一いっ体たい何なんなんだ??」

　戸と惑まどいながらも、勇ゆう気きは男おとこの人ひとのほうを見みた。

「ひいい、許ゆるしてくれ」

　男おとこの人ひとは尻しり餅もちをつき、完かん全ぜんに怯おびえきっていた。

　彼かれの後うしろには、４人にんの大人おとなたちがいた。

　みな、揃そろいの紺こん色いろの作さ業ぎょうジャンパーを着きて、頭あたまには安あん全ぜん用ようのヘルメットをかぶっている。

　彼かれらもメガネの男おとこの人ひとと同おなじように、勇ゆう気きを見みて怯おびえていた。

「あの、あなたたちは？」

「頼たのむ！　許ゆるしてくれ！」

「だからあの」

「もう神しん殿でんには入はいらない。調ちょう査さもやめる。だから襲おそわないでくれ！」

　メガネの男おとこの人ひとは必ひっ死しに叫さけび続つづける。

　すると、後うしろにいた金きん髪ぱつの女おんなの人ひとが、怯おびえながらメガネの男おとこの人ひとに話はなしかけた。

「ね、ねえ、さっきの子ことは違ちがうみたいよ」

「えっ？」

　男おとこの人ひとは土つち埃ぼこりだらけになっていたメガネのレンズを指ゆびで拭ふき、勇ゆう気きを見みつめた。

「ほんとだ、さっきの男おとこの子ことは違ちがう子こだ」

「男おとこの子こ!?」

　勇ゆう気きはメガネの男おとこの人ひとに詰つめ寄よった。

「それって、片かた目めに包ほう帯たいをしてて黒くろい着き物ものを着きてませんでしたか？」




「あ、ああ、僕ぼくたちはその子こに、刀かたなで斬きられそうになったんだ」




「えええ!?」

　勇ゆう気きは、彼かれらから話はなしを聞きいた。

　彼かれらは調ちょう査さ隊たいのメンバーで、浮ふ上じょうした謎なぞの大たい陸りくを調ちょう査さしていたという。

　しかし、このピラミッド状じょうの建けん築ちく物ぶつの頂ちょう上じょうにある神しん殿でんの中なかを調しらべているとき、事じ件けんが起おきた。

「僕ぼくたちは、調ちょう査さチームの隊たい長ちょうであるフォード博士はかせと一いっ緒しょに、神しん殿でんの中なかを歩あるいていたんだ。そうしたら、女おんなの子こがいたんだよ」

「女おんなの子こ？」

「君きみぐらいの年ねん齢れいで、背せが高たかくてロングヘアーの子こだ」

「羽心うららだ！　彼かの女じょは今いまどこにいるんですか??」

　勇ゆう気きが尋たずねると、男おとこの人ひとたちは沈ちん痛つうな表ひょう情じょうになった。




「連つれて行いかれたよ。着き物ものの男おとこの子こに」




　調ちょう査さ隊たいのメンバーは、神しん殿でんの中なかに女おんなの子こがいて驚おどろいたのだという。

　だが、いくら声こえをかけても、ボーッと立たっているだけで、まるで反はん応のうがなかった。

　フォード博士はかせはそんな羽心うららを心しん配ぱいし、調ちょう査さを中ちゅう断だんして神しん殿でんの外そとに連つれて行いこうとしたらしい。

　しかしそのとき、邪じゃ鬼きが現あらわれたのだ。

「彼かれは黄おう金ごん色いろの箱はこを持もっていたよ。そして『その子こを返かえせ』と言いったんだ」

　邪じゃ鬼きは刀かたなを抜ぬき、調ちょう査さ隊たいに襲おそいかかってきた。

　彼かれらは必ひっ死しになって逃にげ、命いのちからがら神しん殿でんの外そとに脱だっ出しゅつしたのだという。

「それで、羽心うらら、ええっと、女おんなの子こは??」

「男おとこの子こに、神しん殿でんの奥おくに連つれて行いかれたよ」

　調ちょう査さ隊たいの面めん々めんは、邪じゃ鬼きのことを思おもい出だして震ふるえる。

「羽心うらら……」

　邪じゃ鬼きは、羽心うららとパンドラの箱はこを使つかって、何なにをするつもりなのだろうか？

　目もく的てきは分わからないが、早はやく止とめないと大たい変へんなことになってしまうだろう。

　そんななか、金きん髪ぱつの女おんなの人ひとが口くちを開ひらいた。

「あなたは何なに者ものなの？　あなただけじゃない、あの男おとこの子こや女おんなの子こは一いっ体たい誰だれなの??」

　つい最さい近きん浮ふ上じょうした大たい陸りくに、子こ供どもが何なん人にんもいるのだ。

　彼かれらは完かん全ぜんに戸と惑まどっていた。

「僕ぼくは、ええっと、説せつ明めいするのは難むずかしいけど……」

　怪かい狩がりをしているなどと言いったら、余よ計けいに混こん乱らんするだろう。

　勇ゆう気きは焦あせりながらも、彼かれらを見みた。

「とにかく、あなたたちはすぐに階かい段だんを下おりて、避ひ難なんして下ください」

　勇ゆう気きはそう言いうと、神しん殿でんの入いり口ぐちを見みた。

「まさか、中なかに入はいろうっていうの？」

「それは危き険けんだ。僕ぼくたちと一いっ緒しょにいるんだ」

　調ちょう査さ隊たいの面めん々めんは、勇ゆう気きを止とめようとする。

　だが、勇ゆう気きは首くびを横よこに大おおきく振ふった。




「僕ぼくは、仲なか間まを助たすけるためにここに来きたんです。どんな怖おそろしいことが起おきても、どんな危き険けんなことが起おきても、僕ぼくは絶ぜっ対たいに羽心うららを助たすける！」




　勇ゆう気きの言こと葉ばに、調ちょう査さ隊たいの面めん々めんは何なにも言いえなくなる。

　勇ゆう気きは「早はやく安あん全ぜんな場ば所しょに逃にげて下ください！」と言いうと、神しん殿でんの中なかに入はいって行いった。
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　神しん殿でんの中なかは、外そとと同おなじように壁かべも床ゆかも真まっ白しろな石いしでできていた。

　壁かべには松明たいまつが取とり付つけられていて、明あかるくなっていた。

　勇ゆう気きはプーカとともに、神しん殿でんの通つう路ろを進すすんで行いった。

「松明たいまつは、邪じゃ鬼きがつけたのかナ？」

　プーカは周まわりを見みながら言いう。

　調ちょう査さ隊たいの話はなしによると、邪じゃ鬼きは神しん殿でんの奥おくへと向むかったらしい。

「奥おくって言いっても、そこまで広ひろくないよね」

　ピラミッド状じょうの建けん築ちく物ぶつ自じ体たいは巨きょ大だいで高たかさもある。

　しかし、神しん殿でんそのものは体たい育いく館かんぐらいの大おおきさだ。

「建たて物ものとしては大おおきいけど、すぐに奥おくまで行いけるはずだ」

　神しん殿でんの中なかにはいくつか部へ屋やがあり、勇ゆう気きはそれらの部へ屋やの中なかを確かく認にんしていった。

　だが、部へ屋やの中なかには誰だれもおらず、物ものも置おいていなかった。

「次つぎが最さい後ごの部へ屋やだ」

　勇ゆう気きたちは、神しん殿でんのいちばん奥おくまでやって来きた。

「邪じゃ鬼きがいるとしたら、あの部へ屋やだよネ？」

　プーカの呟つぶやくような声こえに、勇ゆう気きは小ちいさくうなずく。

　勇ゆう気きは全ぜん身しんに力ちからを入いれると、ゆっくりと部へ屋やの中なかを覗のぞき込こんだ。




　すると部へ屋やの中なかに、背せの高たかい男おとこの人ひとがいた。




　男おとこの人ひとは、一いっ心しん不ふ乱らんに壁かべを触さわっている。

　邪じゃ鬼きではない。

「あ、あの」

　勇ゆう気きは、戸と惑まどいながら男おとこの人ひとに声こえをかけた。

「あのじゃない。君きみたちも早はやく調しらべて」

「えっ？」

「えっじゃない。君きみたちの仕し事ごとは調ちょう査さだろう」

　男おとこの人ひとは、勇ゆう気きのほうに顔かおを向むけることなく、壁かべを調しらべ続つづける。

「ええっと、僕ぼくは調ちょう査さ隊たいの人ひとじゃなくて……」

　勇ゆう気きがそう言いうと、男おとこの人ひとはピタリと手てを止とめ、顔かおを向むけた。




「ぬおっ、君きみは誰だれだ??」




「僕ぼくは仲なか間まの女おんなの子こを助たすけに来きて」

「女おんなの子こ？　あの着き物ものの男おとこの子こに連つれ去さられた子この友とも達だちかい？」

　男おとこの人ひとは、勇ゆう気きのそばまで来くると、ジロジロと見みつめた。

「この大たい陸りくにどうやって来きたんだ？　船ふねでも使つかったのか？」

「それはええっと」

「ん？」

　男おとこの人ひとは、勇ゆう気きのポケットの中なかにいるプーカと目めが合あった。

「ヤバいゾ！」

「おお、これは！」

　男おとこの人ひとはプーカを摘つまみあげた。

「わああ、離はなセ！」
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「ちょっとやめて下ください！」

「これは、妖よう精せいだな！」

「えっと、あの、ええっと、それは人にん形ぎょうです」

　勇ゆう気きは必ひっ死しに誤ご魔ま化かすが、男おとこの人ひとは首くびを横よこに振ふった。

「こんな人にん形ぎょうはあるわけがない。この子こは立りっ派ぱな生いき物ものだ」

「いや、だから」




「まさか、本ほん物ものの妖よう精せいに会あえる日ひが来くるなんて」




　男おとこの人ひとは、満まん面めんの笑えみを浮うかべると、プーカに頬ほおずりをした。

「うわあ、やめテ」

　プーカはあわてて、男おとこの人ひとの手てから抜ぬけ出だすと、勇ゆう気きにしがみついた。

「おお、すまない。だけど子こ供どもの頃ころから会あいたかったものに会あえて、つい、嬉うれしくてね」

「子こ供どもの頃ころから？」

「ああ、子こ供どもの頃ころから未み知ちなるものに興きょう味みがあったんだよ」

　男おとこの人ひとは、神しん殿でんの外そとにいた人ひとたちと同おなじように、紺こん色いろのジャンパーを着きてヘルメットをかぶっている。

「あなたも調ちょう査さ隊たいの人ひとですか？」




「ああ、私わたしは考こう古こ学がく者しゃのフォードだ」




「それって」

　外そとにいた人ひとが言いっていた、調ちょう査さチームのリーダーだ。
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「なんだって？　他ほかのメンバーは外そとに逃にげてしまったのか」

　勇ゆう気きは、神しん殿でんの外そとで会あった人ひとたちのことをフォード博士はかせに話はなした。

「まったく情なさけない。襲おそわれそうになったぐらいで逃にげ出だしてしまうとは」

　フォード博士はかせは邪じゃ鬼きのことをまったく怖おそろしく思おもっていないようだ。

「それで、君きみやあの着き物ものの男おとこの子こたちは何なに者ものなんだい？」

「それは、ええっと」

　外そとにいた人ひとたちと同どう様ように、説せつ明めいしても理り解かいしてもらえるかどうか怪あやしい。

　勇ゆう気きがそう思おもっていると、プーカが「大だい丈じょう夫ぶだと思おもうヨ」と言いった。

「この人ひとは、オイラを見みても驚おどろかなかっただロ。全ぜん部ぶ話はなしてもきっと分わかってくれるはずだヨ」

「それは、たしかにそうかも……」

　調ちょう査さ隊たいのリーダーだけあって、外そとにいた人ひとたちとは違ちがいどこか頼たよりになりそうな雰ふん囲い気きがあった。

　勇ゆう気きは、フォード博士はかせに、キユウとの出で会あいのことや怪かい狩がりのこと、そして邪じゃ鬼きのことなどを手て短みじかに話はなした。

「なるほど、そんなことがあったのかい」

　フォード博士はかせは、戸と惑まどいながらも、強つよい興きょう味みを抱いだいたようだ。

「それで勇ゆう気きくん。その邪じゃ鬼きというのが君きみの仲なか間まを連つれ去さったということなんだね」

「はい。その子こが必ひつ要ようだと言いって」

「その子こと、パンドラの箱はこを使つかって、邪じゃ鬼きはこの神しん殿でんで何なにかしようとしているということか」

「この神しん殿でんは何なんなんですか？」

「それは分わからない。だが、この浮ふ上じょうした大たい陸りくが何なんなのかは分わかるよ」

　フォード博士はかせは、勇ゆう気きをじっと見みつめた。




「ここは恐おそらく、『アトランティス大たい陸りく』だ」




「えええ!?」

　勇ゆう気きは、怪かい狩がりを行おこなう前まえから、その言こと葉ばを知しっていた。

　ある意い味み、もっとも有ゆう名めいな不ふ可か思し議ぎなものと言いっても言いい過すぎではない。
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「私わたしは長なが年ねん、アトランティス大たい陸りくは存そん在ざいすると思おもっていた。まさか急きゅうに大たい陸りくが浮ふ上じょうするとは思おもわなかったがね」

　フォード博士はかせたちは、浮ふ上じょうした大たい陸りくにある遺い跡せきの中なかでも、もっとも神しん秘ぴ的てきだった、この神しん殿でんのようなものがあるピラミッド状じょうの建けん築ちく物ぶつから調ちょう査さすることにしたのだという。

「だけど、その調ちょう査さを始はじめた途と端たん、邪じゃ鬼きに襲おそわれてしまったんだよ」

　結けっ果か、調ちょう査さはほとんどできていないのだという。

「それで、邪じゃ鬼きはどこに行いったんですか？」

　神しん殿でんの中なかを捜さがしたが、邪じゃ鬼きも羽心うららもいなかった。

　フォード博士はかせはそれに答こたえるかのように、先さきほどまで触さわっていた部へ屋やの壁かべのほうを指ゆびさした。

「邪じゃ鬼きは私わたしたちを襲おそった後あと、パンドラの箱はこを持もって、君きみの仲なか間まを連つれてこの部へ屋やに入はいったんだ。私わたしはあわてて追おいかけたんだが、なぜか消きえてしまって」

「消きえた？」




「私わたしが部へ屋やに入はいる直ちょく前ぜん、石いしが動うごく大おおきな音おとがした。おそらく、この部へ屋やのどこかに『隠かくし扉とびら』があるはずだ」




　フォード博士はかせは、それを見みつけ出だそうと、壁かべを調しらべていたのだ。

「隠かくし扉とびらか……」

　勇ゆう気きは、部へ屋やの壁かべを見みた。

　壁かべはほかの部へ屋やと同おなじように、白しろく、おかしなところはなさそうだ。

「隠かくし扉とびらがあるとすれば、何なにか手てがかりがあるはずだと思おもうけど」

「私わたしもそう思おもうんだが、まったく分わからなくてねえ」

　勇ゆう気きとフォード博士はかせは、壁かべを見み回まわしていく。

「う～ン、オイラにはさっぱり分わからないゾ」

　プーカも飛とびながら天てん井じょうなどを探さがすものの、手てがかりを見みつけることができない。

「早はやく羽心うららチャンを助たすけたいのニ」

　プーカは、大おおきく息いきを吐ついた。

「んン??」

　突とつ然ぜん、プーカは床ゆかに降おりた。

「勇ゆう気きクン、見みつけたゾ！」

「えっ？」

　勇ゆう気きはプーカが見みている床ゆかを見みる。

　床ゆかの白しろいタイルの１枚まいに、うっすらと手て形がたのような紋もん章しょうが刻きざまれていた。

「これって、サラさんの城しろにもあった──」




「ああ、『選えらばれし者ものの扉とびら』だヨ」




　勇ゆう気きは、フォード博士はかせに手て形がたの仕し組くみを伝つたえた。

「なるほど、邪じゃ鬼きはそこに手てをかざして、隠かくし扉とびらを開あけたんだな」

　フォード博士はかせは手て形がたに手てをかざした。

　しかし、何なんの変へん化かも起おきない。

「どういうことだ？」

「扉とびらは、特とく別べつな力ちからを持もつ者ものにしか開ひらくことができないんです」

　サラの城しろの部へ屋やは、サラたち王おう族ぞくの人にん間げんしか開あけることができなかった。

　そのため邪じゃ鬼きは、サラの父ちちである王おうを騙だまして、扉とびらを開あけさせたのだ。

「特とく別べつな力ちからを持もつ者ものか。だが、それならなぜ邪じゃ鬼きは開あけることができたんだい？」

「それは……」

　勇ゆう気きが首くびを傾かしげていると、プーカが「分わかっタ」と声こえを上あげた。




「羽心うららチャンが開あけたんだヨ！」




　羽心うららは、特とく別べつな力ちからを持もっていた。

　その力ちからをここで利り用ようするために、邪じゃ鬼きは連つれ去さったのかもしれない。

　すると、フォード博士はかせが勇ゆう気きを見みた。




「だったら、君きみでも開ひらくんじゃないのかい？」




「えっ、僕ぼく？」

「ああ、君きみはそのグローブをはめて、キユウという幽ゆう霊れいの男おとこの子こと、時じ空くうを超こえて数かず々かずの怪かい狩がりをしてきたんだろう。君きみにも特とく別べつな力ちからがあると思おもうんだ」

「それは、たしかにそうかもしれませんけど」

「勇ゆう気きクン、手てをかざしてみるんダ」

「えっ、あ、ああ」

　勇ゆう気きは戸と惑まどいながらも、手て形がたの上うえに手てをかざしてみた。
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　瞬しゅん間かん──、




　ブウゥウン




　勇ゆう気きたちの前まえにある床ゆかの一いっ角かくが、光ひかり輝かがやいた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、スーッと板いたが動うごくようにスライドし、床ゆかに穴あなが開あいた。

　穴あなの中なかには、下したへと続つづく階かい段だんがある。

「隠かくし扉とびらダ！」

　プーカが興こう奮ふんしながら言いう。

「羽心うららだけじゃなくて、僕ぼくにも反はん応のうするなんて……」

　この神しん殿でんは、勇ゆう気きや羽心うららの持もっている力ちからに、何なにか関かん係けいがあるのだろうか？

「勇ゆう気きクン、行いってみよウ」

「私わたしも行いくよ」

　フォード博士はかせが言いう。

「この神しん殿でんの謎なぞを解とき明あかしたいんだネ？」

「もちろんそれもある。だが、邪じゃ鬼きは危き険けんな少しょう年ねんだ。君きみたちだけで行いかせるわけにはいかない。いざとなったら私わたしも戦たたかうよ」

　フォード博士はかせは真しん剣けんな顔かおつきで、勇ゆう気きたちにそう言いった。

「フォード博士はかせ……」

　フォード博士はかせは、どことなくキユウに似にている。

　勇ゆう気きは、助たすけてくれようとしている気き持もちを嬉うれしく思おもった。

「行いこう！」

　勇ゆう気きたちは、ゆっくりと階かい段だんを下おりて行いった。







[image: ４　狼の怪]




「一いっ体たいどこまで下おりるんだ？」

　勇ゆう気きたちは、隠かくし扉とびらの階かい段だんを下おりていた。

　階かい段だんは、大おおきな穴あなのような空くう間かんの壁かべに取とり付つけられていて、らせん状じょうになっていた。

　壁かべはむき出だしの岩いわでゴツゴツとしている。

　階かい段だんには手てすりなどはなく、幅はばが狭せまく表ひょう面めんに砂すなも舞まっていて滑すべりやすくなっていた。

　神しん殿でんとは違ちがい、地ち下かへと続つづくこの空くう間かんには、松明たいまつの光ひかりもなく、真まっ暗くらだ。

　先せん頭とうを歩あるくフォード博士はかせが持もっているライトの光ひかりだけが頼たよりだった。

　勇ゆう気きはフォード博士はかせの後うしろを歩あるきながら、足あしを滑すべらせないように、慎しん重ちょうに階かい段だんを下おりていた。

　しかし、いつまで経たっても、底そこには到とう着ちゃくしなかった。

　ライトで下したを照てらしても、どこまでも階かい段だんが続つづいているだけで、底そこはまったく見みえなかったのだ。

「ねえ、プーカ、下したがどうなってるか飛とんで確かく認にんしてきてよ」

「オイラが？　何なに言いってんだヨ。こんな真まっ暗くらなところ、ひとりで行いけるわけないだロ」

　プーカは勇ゆう気きの肩かたの上うえでブルブルと震ふるえる。

「だいたい、ほんとに底そこなんてあるノ？」

「それは……」

　神しん殿でんは、ピラミッド状じょうの建けん築ちく物ぶつの上うえにあった。

　穴あなは、その建けん築ちく物ぶつの中なかに作つくられているのだろう。

「かなり歩あるいたよね？　いくらなんでも、もう地ち上じょうには着ついてると思おもうんだけど」

　すると、フォード博士はかせがしゃべった。




「これは、エジプトにあるピラミッドと同おなじ構こう造ぞうなのかもしれないな」




「どういうことですか？」

「このアトランティス大たい陸りくにある文ぶん明めいは、エジプトの古こ代だい文ぶん明めいよりも古ふるい。おそらく、エジプトの古こ代だい文ぶん明めいは、この文ぶん明めいを真似まねて作つくられたんだろう。エジプトのギザのピラミッドなどには、地ち下かにも部へ屋やがあるんだよ」

「ええ？　じゃあ、僕ぼくたちは地ち下かを進すすんでるってことですか？」

　勇ゆう気きの言こと葉ばに、フォード博士はかせは大おおきくうなずいた。




「はっきりとしたことは分わかっていないが、ピラミッドでは、その地ち下かにある部へ屋やのほうが重じゅう要ようだと言いわれている」




「重じゅう要よう……」

　勇ゆう気きは、邪じゃ鬼きがここに来きた意い味みがようやく分わかった。

「この下したにある場ば所しょこそが、邪じゃ鬼きの目もく的てきなんだ」

「勇ゆう気きくん、急いそごう！」

「はい！」

　勇ゆう気きは、落おちないように下おりるスピードを速はやめた。




　だがそのとき、らせん状じょうになった階かい段だんの反はん対たい側がわで、何なにかが動うごいた。




　真まっ暗くらなのでほとんど見みえないが、人ひとの影かげのようだ。

　その影かげが、勇ゆう気きたちのほうへと大おおきくジャンプした。

「えっ」

　勇ゆう気きは、反はん射しゃ的てきに一歩ぽ階かい段だんを上うえに戻もどった。




　ドンッ




　次つぎの瞬しゅん間かん、目めの前まえの壁かべに何なにかが当あたった。

　暗くら闇やみの中なかに、牙きばの生はえた獣けものの顔かおがわずかに見みえる。

「犬いぬ……？」

　勇ゆう気きはそう思おもったが、何なにかがおかしい。

　顔かおは獣けものだが、人ひとのように２本ほん足あしで立たっていたのだ。

　前まえにいたフォード博士はかせがあわててその生いき物ものにライトを当あてた。




「こいつは……。勇ゆう気きくん、犬いぬじゃない、そいつは『狼おおかみ男おとこ』だ！」

「狼おおかみ男おとこ!!」

　狼おおかみ男おとこは、月つきを見みると狼おおかみの化ばけ物ものに変へん身しんする怪かいだ。




　ガルルルッ




　狼おおかみ男おとこは、牙きばを剝むき出だしにして吠ほえながら、鋭するどい爪つめを振ふり上あげ、勇ゆう気きに襲おそいかかってきた。

「わっ！」

「やめるんだ！」

　フォード博士はかせは、あわてて腰こしに下さげていた水すい筒とうを、狼おおかみ男おとこに向むかって投なげた。




　ギャン




　水すい筒とうが後こう頭とう部ぶに直ちょく撃げきして、狼おおかみ男おとこは一いっ瞬しゅん怯ひるむ。

　狼おおかみ男おとこは、そのままその場ばから大おおきくジャンプすると、暗くら闇やみの中なかに消きえた。

「ありがとうございます！」

「君きみが言いったとおり、本ほん当とうに怪かいはいるんだな」

「だけど、狼おおかみ男おとこがどうしてこんなところに??」

　勇ゆう気きがそう言いうと、暗くら闇やみの中なかから、唸うなるような声こえが聞きこえてきた。




「オ前まえヲ、倒たおス。……神かみヲ、守まもル」




　狼おおかみ男おとこだ。

「神かみって？」

「たしか、ゾンビも言いってたよネ？」

　以い前ぜん、怪かい狩がりで倒たおしたゾンビも、消きえる前まえに同おなじようなことを言いっていた。

「神かみというのは、邪じゃ鬼きのことか」

　勇ゆう気きがそう思おもった瞬しゅん間かん、上うえのほうの壁かべで、何なにかが動うごいた。




　シュ




　動うごいた物ぶっ体たいが、勇ゆう気きの腕うでをかすめる。

「うわっ」

　勇ゆう気きは腕うでにひっかかれたような痛いたみを感かんじた。

　壁かべにへばりついていた狼おおかみ男おとこが、勇ゆう気きのもとへ飛とんできたのだ。

　狼おおかみ男おとこは、再ふたたびその場ばからジャンプをすると、暗くら闇やみの中なかに消きえた。

「大だい丈じょう夫ぶカ？」

「あ、ああ、ちょっとかすっただけだ」

「勇ゆう気きくん、狼おおかみは夜や行こう性せいだ。暗くら闇やみの中なかでも我われ々われの姿すがたがはっきりと見みえてるはずだ」

　フォード博士はかせが焦あせりながら言いう。

「そんな」

　暗くらく、狭せまい上うえに滑すべる階かい段だんの上うえでは、恰かっ好こうの餌え食じきだ。

「走はしるぞ！　ここではまともに戦たたかうことなどできない」

「は、はい！」

　勇ゆう気きたちは、落おちないように気きを付つけながら、階かい段だんを駆かけ下おりた。




　ガルルルッ




　背はい後ごで、狼おおかみ男おとこの鳴なき声ごえが響ひびく。

　シュ、シュという空くう気きを切きる音おとも聞きこえる。

「ヤバいゾ。壁かべから壁かべに飛とびながら追おって来きてるみたいダ！」

　プーカが勇ゆう気きの肩かたにしがみつきながら言いう。

　勇ゆう気きは焦あせりながら、必ひっ死しに走はしり続つづけた。




　シュ




「がっ！」

　突とつ然ぜん、前まえを走はしるフォード博士はかせが声こえをあげた。

「フォード博士はかせ！」

「だ、大だい丈じょう夫ぶだ」

　フォード博士はかせは、腕うでの辺あたりを押おさえている。

　どうやら、狼おおかみ男おとこに噛かみつかれてしまったようだ。

　狼おおかみ男おとこは、すでにジャンプをして、暗くら闇やみの中なかに消きえてしまっている。

「このままじゃ、下したに着つく前まえにやられちゃうゾ」

「何なんとかして狼おおかみ男おとこの動うごきを止とめないと」

「だけど、どうやって止とめるんダ？」

「それは……」

　そのときふと、勇ゆう気きは階かい段だんを見みた。

「そうだ！」

　勇ゆう気きはフォード博士はかせのほうに顔かおを向むけた。

「フォード博士はかせ！　狼おおかみ男おとこは、この暗くら闇やみでも僕ぼくたちの姿すがたがはっきり見みえてるんですよね？」

「あ、ああ、狼おおかみと同おなじならきっとそうだ」

「だったら、これだ！」

　勇ゆう気きはその場ばにしゃがみ込こむと、何なにかを掴つかむ。

　そして立たち上あがり、大おお声ごえで叫さけんだ。




「狼おおかみ男おとこ！　僕ぼくを襲おそえるものなら襲おそってみろ！」




「勇ゆう気きクン、何なに言いってるんダ??」

　瞬しゅん間かん、上じょう空くうで、影かげが動うごいた。

　狼おおかみ男おとこが、壁かべから壁かべへと飛とび移うつり、勇ゆう気きに襲おそいかかろうとしているのだ。




　ガルルルッ




　やがて、影かげが近ちかづく。

　次つぎの瞬しゅん間かん、狼おおかみ男おとこは鋭するどい爪つめを振ふり上あげ、勇ゆう気きに襲おそいかかった。

「今いまだ！」

　勇ゆう気きは、怯ひるむことなくタイミングを見み計はからい、掴つかんでいた物ものを狼おおかみ男おとこの顔かおめがけて投なげた。

　それは、砂すなだ。




　ギャアアア！




　狼おおかみ男おとこの両りょう目めに、大たい量りょうの砂すなが入はいる。

　狼おおかみ男おとこは、悲ひ鳴めいを上あげ、手てで目めを拭ぬぐう。

　しかし、砂すなはまったく取とれない。




　ガアアア




　狼おおかみ男おとこは、逃にげるようにその場ばからジャンプすると、暗くら闇やみの中なかに消きえた。

「やった、うまく行いった」

　狼おおかみ男おとこは、暗くら闇やみでもはっきりと見みえる目めを持もっていた。

　勇ゆう気きは、その目めを砂すなで見みえないようにしたのだ。

「勇ゆう気きクン、ナイスアイデアだゾ！」

「フォード博士はかせ、これで時じ間かん稼かせぎはできるはずです！」

「あ、ああ、下したまで走はしるぞ！」

　フォード博士はかせは、腕うでを押おさえながら走はしる。

　勇ゆう気きもその後あとに続つづいた。
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　勇ゆう気きとフォード博士はかせは、懸けん命めいに階かい段だんを下おり続つづけていた。

　すると、フォード博士はかせが急きゅうに立たち止どまった。

「狼おおかみ男おとこに噛かまれた傷きずが痛いたむんですか？」

「いや、そうじゃない。あれを見みるんだ」

　フォード博士はかせは、前ぜん方ぽうをライトで照てらした。

「あっ」

　階かい段だんが終おわり、床ゆかが見みえる。

「底そこに着ついたんだ！」

　勇ゆう気きたちは、一いっ気きに階かい段だんを駆かけ下おりた。




　ボ　ボボボボ




　突とつ然ぜん、底そこの空くう間かんが明あかるくなった。

　壁かべに取とり付つけられていた何なん本ぼんもの松明たいまつに火ひがついたのだ。

「邪じゃ鬼きか!?」

　勇ゆう気きは身み構がまえる。

　しかし、周まわりには誰だれもいなかった。

　穴あなの底そこは、真まっ白しろな床ゆかが敷しき詰つめられた円えん形けいの舞ぶ台たいのようになっていた。

　舞ぶ台たいの上うえには、いくつか白しろい柱はしらが立たっている。

「この柱はしらは何なんなんだろう？」

　柱はしらはボロボロになっていて、あちこち崩くずれている。

　だが、どの柱はしらも何なにも支ささえていなかった。

　すると、フォード博士はかせが口くちを開ひらいた。

「これは、古こ代だいのエジプトでもよく作つくられていた『オベリスク』と同おなじようなものだろう」

「何なんですか、それは？」

「記き念ねん碑ひだよ。ここが何なにか神しん聖せいな場ば所しょであることを示しめしているんだろうね」

「神しん聖せいな場ば所しょ……」

　勇ゆう気きは、オベリスクをじっと見みつめる。

　見みたこともない文も字じのようなものが刻きざまれている。

「アトランティスの文も字じだろう。私わたしにも解かい読どくはできないが」

「邪じゃ鬼きと羽心うららはどこにいるんだ??」

　勇ゆう気きは、あらためて周まわりを見みた。




「えっ」




　階かい段だんに誰だれかが立たっている。

　それは、狼おおかみ男おとこだ。

「追おってきたのか!?」

　勇ゆう気きが戸と惑まどっていると、狼おおかみ男おとこはゆっくりと歩あるきながら、底そこの床ゆかに足あしをつけた。

　その目めは、つぶったままだ。

　それにもかかわらず、なぜか勇ゆう気きたちのほうに顔かおを向むけた。

「見みえてるのカ？」

　プーカは声こえを上あげる。

「しー！　きっと音おとを聞きいてるんだ」

　勇ゆう気きは落おちていたオベリスクの破は片へんを拾ひろうと、それを遠とおくに投なげた。




　コツン




　音おとが響ひびき、狼おおかみ男おとこがその方ほう向こうを見みる。

（やっぱり、音おとに反はん応のうした）

　勇ゆう気きはそう思おもったが、狼おおかみ男おとこはすぐに顔かおを勇ゆう気きたちのほうへ向むけた。




　ガルルルッ




　次つぎの瞬しゅん間かん、牙きばを剝むき出だしにして吠ほえると、勇ゆう気きのほうへ走はしって来きた。

「どうして？」

　勇ゆう気きたちはあわててその場ばから離はなれる。

　狼おおかみ男おとこは、立たち止どまると、顔かおを何なん度どか動うごかした。




「ソコダ」




　次つぎの瞬しゅん間かん、狼おおかみ男おとこは勇ゆう気きのほうに顔かおを向むけると、再ふたたび走はしって来きた。

「勇ゆう気きくん！」

　フォード博士はかせが、そばに落おちていたオベリスクの破は片へんを拾ひろい、後うしろから狼おおかみ男おとこを殴なぐろうとする。

　だが、狼おおかみ男おとこは、なぜかそれに気きづき、腕うでを回まわした。




　ドンッ




「うわっ！」

　狼おおかみ男おとこの腕うでが当あたり、フォード博士はかせは地じ面めんに倒たおれる。

「フォード博士はかせ！」

「勇ゆう気きクン、どうなってるんダ??」

　プーカは訳わけが分わからず、混こん乱らんしていた。

　狼おおかみ男おとこの目めは見みえていない。

　音おとに反はん応のうしているわけでもない。

（それなのに、僕ぼくたちの位い置ちがはっきり分わかるなんて、どうして??）

　そのとき、勇ゆう気きは狼おおかみ男おとこの顔かおを見みてハッとした。




　狼おおかみ男おとこは、顔かおを動うごかしながら、鼻はなをヒクヒク動うごかしていたのだ。




「そうか！　狼おおかみと一いっ緒しょなんだ！」

　狼おおかみは、暗くら闇やみでも見みえる目めを持もっているだけではない。

　鋭するどい嗅きゅう覚かくも持もっているのだ。

「狼おおかみ男おとこは、匂においで居い場ば所しょを判はん断だんしてるんだ！」




　ガアアアッ




　狼おおかみ男おとこが襲おそいかかって来くる。

　勇ゆう気きはあわてて、それをよけた。

「どうにかして嗅きゅう覚かくを封ふうじないと」

　勇ゆう気きは周まわりを見みるが、オベリスクの破は片へんしか落おちていない。

「一いっ体たいどうすれば？」

「勇ゆう気きクン、このままじゃやられちゃうゾ」

　プーカが震ふるえながら肩かたの上うえからしゃべる。

「分わかってるよ。今いま必ひっ死しに考かんがえてるだろ！」

　勇ゆう気きはプーカに顔かおを向むけながらそう怒ど鳴なった。

　瞬しゅん間かん、プーカのポーチが目めに留とまった。

「ポーチ……、そうだ。あれがある！」

　勇ゆう気きは、プーカに向むかって叫さけんだ。




「プーカ、『納なっ豆とう』を出だすんだ！」




「えええ？　こんなときにお腹なかが減へったのカ??」

「そうじゃない、早はやく！」

「お、おウ」

　プーカは戸と惑まどいながらも、ポーチの中なかから納なっ豆とうのパックを出だした。

　狼おおかみ男おとこは、爪つめを振ふり上あげ、勇ゆう気きのもとへ走はしって来くる。

「オマエヲ、倒たおス。ガアアアッ」

　狼おおかみ男おとこは吠ほえながら、勇ゆう気きの目めの前まえまで迫せまると、爪つめで引ひき裂さこうとした。

「させるか！」

　勇ゆう気きは納なっ豆とうのパックを開あけると、狼おおかみ男おとこに向むかって突つき出だした。
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　ヒギャアアア




　狼おおかみ男おとこは、大おおきくのけぞる。

　今いままで嗅かいだことがないであろう強きょう烈れつな臭においを目めの前まえで嗅かいだのだ。




　ヒイィィ




　狼おおかみ男おとこは悲ひ鳴めいを上あげながら、跳はねるように階かい段だんを駆かけ上あがって行いった。

「やった、逃にげてくれた」

「よ、よくやった、勇ゆう気きくん」

　フォード博士はかせは、上じょう半はん身しんを起おこしながら勇ゆう気きに言いう。

「大だい丈じょう夫ぶですか??」

　勇ゆう気きはフォード博士はかせに駆かけ寄よった。

「あ、ああ、これぐらい平へい気きだ。私わたしはこれがある限かぎり、そう簡かん単たんには大おお怪け我がはしないからね」

　フォード博士はかせはそう言いうと、首くびから下さげていたペンダントを勇ゆう気きに見みせた。

「これは？」

「子こ供どもの頃ころ、考こう古こ学がく者しゃをしていた人ひとに貰もらったんだ。その人ひとは、世せ界かい中じゅうを旅たびしていてね。私わたしの住すんでいた町まちにもしばらく調ちょう査さで滞たい在ざいしていて、仲なか良よくなったんだ。これは、その人ひとが町まちを去さるとき、私わたしにくれたんだ」

　ペンダントは、太たい陽ようと月つきと星ほしのマークが刻きざまれていた。

「これって！」

「これは『奇き跡せきのペンダント』と言いって、持もち主ぬしに危き機きが迫せまったとき、奇き跡せきを起おこして助たすけてくれるらしい。まあ、本ほん当とうにそんな力ちからがあるとは思おもっていないがね」

「奇き跡せきのペンダント……」

「勇ゆう気きクン、どうしてこのマークが？」

「それは分わからないけど。フォード博士はかせ、これは誰だれにもらったんですか？」

「私わたしの憧あこがれの考こう古こ学がく者しゃだよ」

　フォード博士はかせはそう言いいながら、何なにかを思おもい出だした。

「そう言いえば、君きみを怪かい狩がりに誘さそった幽ゆう霊れいの少しょう年ねんはキユウと言いったね。私わたしが憧あこがれていたその人ひとも同おなじ名な前まえだったよ」

「えっ？」




「その人ひとの名なは、真しん之の喜き優ゆうというんだ」




「真しん之の??」

　勇ゆう気きは、目めを大おおきく見み開ひらいた。

「それって、僕ぼくと同おなじ苗みょう字じです！」

「何なんだって!?」

「もしかして、勇ゆう気きクンのお父とうさんってことかイ？」

　プーカが尋たずねると、勇ゆう気きは首くびを大おおきく横よこに振ふった。

「お父とうさんは考こう古こ学がく者しゃだったけど、名な前まえは『力ちから』だよ。だいたい、フォード博士はかせが子こ供どもの頃ころに出で会あったのなら、何なん十じゅう年ねんも前まえってことだよね？」

　勇ゆう気きは、「う～ん」と唸うなった。

　そんな勇ゆう気きを見みて、フォード博士はかせは優やさしい笑えみを見みせた。

「よく分わからないが、どうやらこれは、君きみが持もっていたほうがいいようだね」

　フォード博士はかせは、奇き跡せきのペンダントを勇ゆう気きに差さし出だす。
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「は、はい」

　勇ゆう気きは戸と惑まどいながらも、それを受うけ取とった。

「喜き優ゆうと、キユウ……」

　ペンダントをじっと見みつめながら、勇ゆう気きはそう呟つぶやいた。

　そのとき──、




　ブウゥウン




　周まわりに立たっているオベリスクが、光ひかり輝かがやいた。







[image: ６　邪鬼の望み]




　円えん形けいの舞ぶ台たいの中ちゅう央おうの床ゆかが開ひらき、下したから誰だれかがせり出だすように出でて来くる。

　片かた目めを包ほう帯たいで隠かくした着き物ものの少しょう年ねん──、邪じゃ鬼きだ。

　邪じゃ鬼きの前まえに、白しろい円えん柱ちゅうの台だいも出でてきた。

　台だいには、黄おう金ごん色いろに輝かがやくパンドラの箱はこが置おかれている。

　そして、邪じゃ鬼きの横よこに白しろい柱はしらが現あらわれ、その柱はしらに、ロープで捕とらえられた羽心うららの姿すがたがあった。




「羽心うらら！」




　羽心うららはボーッと立たったまま、何なんの反はん応のうも示しめさない。

「羽心うらら、しっかりするんだ、羽心うらら!!」

　勇ゆう気きはそんな羽心うららの名なを必ひっ死しに叫さけんだ。

　すると、羽心うららが目めをパチクリさせた。

「わ、私わたし……??」

　羽心うららは、勇ゆう気きのほうを見みる。

「勇ゆう気き！」

「まさか、僕ぼくの催さい眠みんが解とけるとはねえ」

「邪じゃ鬼き、羽心うららをそこから降おろせ！」

「勇ゆう気きくん、君きみなら狼おおかみ男おとこを倒たおせると思おもっていたよ」

　邪じゃ鬼きは、勇ゆう気きの言こと葉ばを無む視しして、狼おおかみ男おとこが逃にげていった階かい段だんのほうを見みた。

「あいつは、どうしても僕ぼくの役やくに立たちたいと言いってね。それでヒビを作つくってここに連つれて来きたんだ。だけど腰こし抜ぬけで、まったく役やくに立たたなかったようだね」

「そんなことはどうでもいい！　羽心うららを返かえせ！」




「ああ、彼かの女じょはもう必ひつ要ようない。パンドラの箱はこと、３つのグローブがそろったんだからね」




「どういうことだ??」

　邪じゃ鬼きは、不ぶ気き味みな笑えみを浮うかべた。

「君きみは、星ほしのグローブを拾ひろっただろう？　あれは僕ぼくがわざと落おとしたんだ。君きみにこの白しら鳥とり羽心うららを何なんとしても取とり返かえしたいという思おもいを、ずっと持もち続つづけてもらうためにね」

　邪じゃ鬼きは、刀かたなを抜ぬくと、羽心うららの首くび元もとに当あてた。

「嫌いやっ！」

「やめろ！」

「やめるかどうかは、勇ゆう気きくん、君きみ次し第だいだ。星ほしのグローブはもちろん持もって来きてるよね？　太たい陽ようと月つきのグローブと合あわせて、３つのグローブをこの台だいの上うえに置おくんだ」

「台だいの上うえに……」

「勇ゆう気きクン」

　プーカは肩かたの上うえで焦あせる。

　フォード博士はかせも、後うしろでどうすればいいのか分わからず、動うごけずにいた。

「さあ、早はやく」

　邪じゃ鬼きが刀かたなをさらに羽心うららの首くび元もとに近ちかづける。

「や、やめろ！」

　勇ゆう気きは、険けわしい表ひょう情じょうで邪じゃ鬼きを睨にらむ。

　だが、抵てい抗こうすることはできない。

「……分わかった」

「勇ゆう気き！」

　声こえを上あげる羽心うららを、勇ゆう気きはじっと見みつめる。

「すぐ助たすけるから」

　勇ゆう気きはそう言いって、邪じゃ鬼きたちのもとへ近ちかづいた。

「いいぞ。これですべてがそろう。僕ぼくの望のぞみを叶かなえることができる」

　邪じゃ鬼きは、勇ゆう気きを見みながら笑えみを浮うかべる。

　勇ゆう気きはそんな邪じゃ鬼きを見みつめながら、太たい陽ようと月つきのグローブを外はずすと、台だいの上うえに置おいた。

「星ほしのグローブも置おくんだ」

「あ、ああ」

　勇ゆう気きはポケットから、星ほしのグローブを取とり出だすと、それも台だいの上うえに置おいた。




「だめえ！」




　瞬しゅん間かん、羽心うららが叫さけんだ。

「このままじゃ見み捨すて里り市しが大たい変へんなことになるのよ！　だから絶ぜっ対たいに渡わたしちゃだめ！」

「羽心うらら……」

　勇ゆう気きは、台だいの上うえに置おいたグローブを見みつめた。

「ええい、鬱うっ陶とうしい！」

　邪じゃ鬼きは、グローブを奪うばおうとする。

「させるか！」

　勇ゆう気きはそんな邪じゃ鬼きの腕うでを掴つかんだ。

「貴き様さま！」

「グローブは絶ぜっ対たいに渡わたさない！」

　勇ゆう気きは邪じゃ鬼きの腕うでに必ひっ死しにしがみつく。

「邪じゃ魔まをするなら、お前まえも斬きってやる！」

　邪じゃ鬼きはそう言いうと、刀かたなを大おおきく振ふり被かぶった。

「勇ゆう気き！」




　瞬しゅん間かん、勇ゆう気きが首くびから下さげていた奇き跡せきのペンダントが光ひかった。




「これは？」

「ま、まさかそれは！」

　邪じゃ鬼きの表ひょう情じょうが険けわしくなる。

「勇ゆう気き、貴き様さま！」

　ペンダントが粉こな々ごなに砕くだけ散ちり、光ひかりが勢いきおいよく四し方ほうに広ひろがる。

「うわあああ！」

　勇ゆう気きたちは、眩まばゆい光ひかりに包つつまれた。

[image: ]







[image: ７　父の書斎]




「──ええっと、僕ぼくは、何なにをしてたんだっけ？」

　勇ゆう気きは、雲くものようなフワフワとした地じ面めんの上うえに立たっていた。

　空そらも真まっ白しろで、遮さえぎるものは何なにもなく、どこまでも白しろい空くう間かんが広ひろがっている。

　自じ分ぶんがいつからここにいるのか、どうしているのか、まったく思おもい出だせない。

「だけど、何なんだかここは居い心ごこ地ちがいいなあ」

　ずっとボォーッとしていたい。

　ここにいれば、嫌いやなことも辛つらいことも全ぜん部ぶ忘わすれられそうな気きがする。

　勇ゆう気きは、ゆっくりと休やすみたいと思おもい、その場ばに座すわろうとした。




　勇ゆう気き




　遠とおくでかすかに声こえがした。

　勇ゆう気きは、座すわるのをやめて、周まわりを見みる。

　だが、誰だれの姿すがたもなかった。

「空そら耳みみだったのかな？」

　勇ゆう気きは、腰こしを下おろそうとした。




　勇ゆう気き




　また、声こえが聞きこえた。

　どこかで聞きいたことがある。

　懐なつかしい声こえだ。

「まさか、この声こえは──！」

　勇ゆう気きは、反はん射しゃ的てきに起おき上あがった。

　ベッドの上うえにいる。

　周まわりを見みると、自じ分ぶんの部へ屋やの中なかだ。

　先さきほどまで、ピラミッド状じょうの建けん築ちく物ぶつの地ち下かにある部へ屋やにいたはずだ。

「それなのに、どうして？」

　どうやらベッドで眠ねむっていたらしい。

　勇ゆう気きは、意い味みが分わからず、混こん乱らんしてしまった。




（僕ぼくは、羽心うららを守まもろうとして、邪じゃ鬼きに斬きられそうになって、たしかペンダントが光ひかって……）

　勇ゆう気きはベッドから出でると、そのことを思おもい出だそうとした。

　奇き跡せきのペンダントは、粉こな々ごなに砕くだけ散ちりながら光ひかり輝かがやいた。

（あのペンダントのおかげで、僕ぼくは助たすかったの……？）

　勇ゆう気きはそう思おもいながら、ハッとした。

「そうだ、プーカは？」

　辺あたりを見み回まわすが、プーカがいない。

「グローブは!?」

　勇ゆう気きは、自じ分ぶんの手てを見みた。

　だが、太たい陽ようのグローブも月つきのグローブもない。

　ポケットを探さぐるが、星ほしのグローブもなくなっていた。

「そんな！」

　勇ゆう気きは、あわてて部へ屋やを飛とび出だした。




（どうしてプーカがいないの？　グローブはどこにいったの？）




　階かい段だんを下おりながら、勇ゆう気きはますます頭あたまが混こん乱らんする。

（僕ぼくは、何なん度ども怪かい狩がりをしていて、だけど、邪じゃ鬼きが羽心うららを連つれ去さってしまって）

　もしかして、すべて夢ゆめだったのだろうか？

　そのとき、勇ゆう気きは「あっ」と声こえをあげた。

「そうだ、アトランティス大たい陸りくがある！」

　アトランティス大たい陸りくが大たい西せい洋ように浮ふ上じょうしたことは、大おおきなニュースになっていたはずだ。

「お母かあさん、アトランティス大たい陸りくはどうなったの??」

　勇ゆう気きは、リビングに駆かけ込こむと、仕し事ごとに出でようとしていた母はは親おやに尋たずねた。

　しかし、母はは親おやはキョトンとしている。

「勇ゆう気き、朝あさから何なにを言いってるの？」

「海うみに謎なぞの大たい陸りくが浮ふ上じょうしたってテレビのニュースで言いってたでしょ」




「大たい陸りく？　そんなの、お母かあさん聞きいたことないわよ」




「えっ？」

　勇ゆう気きは、あわててテレビを付つけた。

　アトランティス大たい陸りくのことは、ニュースだけではなく、ワイドショーでも毎まい日にち特とく集しゅうが組くまれるほど、大おおきな話わ題だいになっていた。

　だが、どの番ばん組ぐみを見みても、アトランティス大たい陸りくのことは言いっていなかった。

「そんなはずない！」

　勇ゆう気きは、リビングに置おかれていたタブレット型がたのパソコンを操そう作さして、ニュースサイトを確かく認にんする。

　しかし、どれだけさかのぼっても、アトランティス大たい陸りくの記き事じは載のっていなかった。

「そうだ、フォード博士はかせは？」

　勇ゆう気きは、フォード博士はかせの名な前まえを検けん索さくした。

　すると、外がい国こくの大だい学がくで、教きょう授じゅをしているという記き事じが出でてきた。

「フォード博士はかせは、アトランティス大たい陸りくを探たん索さくしてないってこと？」

　どこを探さがしても、そのような内ない容ようは書かかれていないようだ。

「勇ゆう気き、さっきからどうしたの？　変へんな夢ゆめでも見みたの？」

「え、あ、ええっと」

「いいから、ちゃんと朝ちょう食しょくを食たべるのよ」

　母はは親おやは呆あきれながらも、仕し事ごとに出でかけてしまった。




「全ぜん部ぶ、夢ゆめだったの……？」




　勇ゆう気きはぼう然ぜんとなりながら、朝ちょう食しょくの置おかれたテーブルのイスに座すわった。

「そっか、やっぱり現げん実じつなんかじゃないよね」

　怪かい狩がりなど、本ほん当とうにあるわけがない。

「僕ぼくはただの小しょう学がく生せいだもん……」

　勇ゆう気きは戸と惑まどいながらも、心こころを落おち着つかせようと、パンを食たべようとした。




　ピンポーン




　ふいに、玄げん関かんのチャイムが鳴なった。

「こんな時じ間かんに誰だれだろう？」

　母はは親おやが忘わすれ物ものでもしたのだろうか？

　勇ゆう気きは、パンを置おくと、玄げん関かんへ向むかい、ドアを開あけた。




「おはよう、勇ゆう気き」




　外そとに立たっていたのは、羽心うららだ。

「お、おはよう」

「朝ちょう食しょくはもう食たべた？　私わたしはさっき食たべたわよ」

「え、あ、そうなんだ」

　羽心うららは、「お邪じゃ魔まします」と言いうと勝かっ手てに家いえに入はいり、今日きょうは晴せい天てんであることを話はなした。

（いつもどおりの羽心うららだ……）

　勇ゆう気きは、やはり今いままで経けい験けんしたことは全ぜん部ぶ夢ゆめだったのだと思おもった。

「ええっと、それで用よう事じは？」

　勇ゆう気きが尋たずねると、羽心うららは立たち止どまり、顔かおを向むけた。




「用よう事じ？　そんなの決きまってるじゃない。──この町まちを救すくうんでしょ」




「えっ？」

「も～、朝あさから寝ねぼけてるの？　アトランティス大たい陸りくに行いったことも忘わすれちゃったの？」

「それって！」

　勇ゆう気きが驚おどろきの声こえをあげると、羽心うららの肩かたから声こえがした。




「勇ゆう気きクン、驚おどろいてる場ば合あいじゃないだロ」




　羽心うららの肩かたに、羽はねを生はやした小ちいさな男おとこの子こがいる。

「プーカ！」

　勇ゆう気きは羽心うららに駆かけ寄よると、プーカに頬ほおずりした。

「嬉うれしいけど、ちょっと痛いたいゾ」

「ごめん。だけどプーカ、また会あえてすごく嬉うれしいよ！」

　勇ゆう気きは、笑え顔がおで羽心うららのほうに顔かおを向むけた。

「羽心うららも無ぶ事じでよかった！　僕ぼくたち助たすかったんだね！」

　アトランティス大たい陸りくでの出で来き事ごとは、夢ゆめではない。

　だが、勇ゆう気きは首くびをひねった。

「だけど、一いっ体たいどうやって見み捨すて里り市しに帰かえってきたの？」

「それは、私わたしもよく分わからないけど」

　羽心うららの話はなしによると、気きづくと自じ分ぶんの家いえのベッドの上うえに戻もどっていたらしい。

「オイラも、羽心うららチャンのそばにいたんダ」

　羽心うららもプーカも勇ゆう気きと同おなじように、アトランティス大たい陸りくでの出で来き事ごとを覚おぼえていたが、他ほかの人ひとたちは大たい陸りくがあったことすら覚おぼえていないらしい。

「僕ぼくたちだけが覚おぼえてるってこと？　そうだ、邪じゃ鬼きはどうなったの??」

　勇ゆう気きは、そのことが気きがかりだった。

　すると、羽心うららは険けわしい顔かおになった。




「たぶん、逃にげたと思おもうわ」




　羽心うららは、ペンダントが砕くだけ散ちった瞬しゅん間かん、邪じゃ鬼きがパンドラの箱はこを持もって、刀かたなで×バツ印じるし状じょうのヒビを作つくって逃にげるのを見みたのだという。

「邪じゃ鬼きは、きっとまた何なにかをしてくるはずよ」

　だからこそ、羽心うららは「この町まちを救すくうんでしょ」と勇ゆう気きに言いったのだ。

「勇ゆう気きクン、これヲ」

　プーカは、ポーチからある物ものを取とり出だした。

「それは」

　太たい陽ようと月つきと星ほしのグローブだ。

「あのとき、とっさに取とり返かえしたんダ」

　プーカは光ひかりの中なかで、台だいの上うえにあったグローブを取とっていたのだ。

「さすが、プーカね」

「オイラ、妖よう精せい族ぞくの王おう子じだからネ」

　羽心うららは、星ほしのグローブを手てに取とると、勇ゆう気きを見みた。

「勇ゆう気き、戦たたかいはまだ終おわってないわよ」

「あ、ああ」

　勇ゆう気きは、太たい陽ようと月つきのグローブを手てに取とる。

「だけど、邪じゃ鬼きはまた、羽心うららと３つのグローブを奪うばいに来くるはずだよね？」

　奇き跡せきのペンダントは、もうない。

　勇ゆう気きは、邪じゃ鬼きが襲おそいかかってきても、それを防ふせげる自じ信しんがなかった。

　そのとき──、




「君きみたちなら、きっとやれる」




　どこからか声こえがした。

　それは、先さきほど見みた夢ゆめの中なかで聞きこえた、懐なつかしい声こえだ。

「まさか！」

　勇ゆう気きは周まわりを見みる。

　だが、羽心うららとプーカしかいない。

「どうしたの、勇ゆう気き？」

「今いまの声こえ、あの声こえは──」

　勇ゆう気きは、リビングの扉とびらを見みた。

「そうだ……！」

　次つぎの瞬しゅん間かん、勇ゆう気きは扉とびらを開あけ、廊ろう下かに出でた。

「あの声こえは！」

　いちばん奥おくにある半はん分ぶん地ち下か室しつになった短みじかい階かい段だんの前まえに立たつ。

　そこは、父ちち親おやの書しょ斎さいだ。

「きっとこの中なかに──」

　勇ゆう気きは、ドアを開あけ、中なかに飛とび込こんだ。




　すると、部へ屋やの窓まど際ぎわに、ひとりの少しょう年ねんが立たっていた。




　赤あか髪がみに、するどい目めをした少しょう年ねん。

　勇ゆう気きは、少しょう年ねんのことを知しっている。

「やっと、会あえたね」

「キユウ！」

[image: ]

　勇ゆう気きがいちばん会あいたかった大たい切せつな人ひとだ。

「キユウ！　夢ゆめじゃないよね??」

　勇ゆう気きはあわてて頬ほおをつねる。

「いたたた、夢ゆめじゃない！」

　勇ゆう気きは笑え顔がおでそう言いいながらも、ふと、フォード博士はかせが言いった言こと葉ばを思おもい出だした。

「キユウ、君きみは……」




「ああ、僕ぼくは、君きみの祖そ父ふ、真しん之の喜き優ゆうだ」




　キユウは、優やさしくほほ笑えむと、自じ分ぶんの身体からだを見みた。

「どうやら、奇き跡せきのペンダントのおかげで、僕ぼくはこの世せ界かいに戻もどって来くることができたようだね」

　奇き跡せきのペンダントは、持もち主ぬしに危き機きが迫せまったとき、奇き跡せきを起おこして助たすけてくれる。

　それは、あの場ばから脱だっ出しゅつするだけではなかったのだ。

「キユウ、ううん、ええっと、お、おじいちゃん」

「ははは、キユウのままでいいよ。それよりも」

　キユウは、真しん剣けんな表ひょう情じょうで、勇ゆう気きをじっと見みつめた。

「今こん度どこそ邪じゃ鬼きを止とめよう。僕ぼく、そして勇ゆう気き、君きみにも、彼かれを止とめなければならない理り由ゆうがある」

「理り由ゆう？」




「邪じゃ鬼きの本ほん当とうの名な前まえは、『力ちから』。君きみの父ちち親おやの真しん之の力ちからなんだ」




「僕ぼくの、お父とうさん……？」

　キユウの言こと葉ばに、勇ゆう気きはぼう然ぜんとなるのだった。
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